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一

何
が
現
在
時
語
尾
で
あ
る
か
、
日
本
語
齊
新
幟
文
法
が
職
へ
る
様
に
、
我
盈
は
若
干
の
語
尾
を
叉
は
全
形
即
ち
維
結
・
限
定
、
柊
結
と

限
定
形
に
於
け
る
全
四
活
用
動
詞
に
對
し
て
一
切
を
有
す
る
か
と
云
ふ
事
に
就
て
の
問
題
は
、
結
局
探
究
方
法
に
就
て
の
問
題
に
蹄
す
る

が
、
後
者
は
奄
然
問
題
自
身
の
性
質
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。

現
在
時
語
尾
に
就
て
の
此
問
題
は
徹
頭
徹
尾
此
形
態
論
問
題
で
あ
る
が
故
に
、
探
究
拙
發
鮎
が
語
形
採
用
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

當
然
で
あ
る
。

､

日
本
語
肋
詞
現
在
時
形
態
論

第
一
節
探
究
方
法
【
三
六
’
七
頁
】

日
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論

第
五
章
形
態
質
‐
雲
ば
全
四
活
用
に
於
け
る
現
在

時
全
形
語
尾
【
三
六
’
五
九
召 吉マ

(三）
町 ツ
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語
形
を
我
盈
は
、
一
般
通
川
槻
鮎
に
從
っ
て
、
「
語
華
附
蹄
物
と
形
式
附
脇
物
と
は
簡
交
の
語
に
分
離
す
る
事
が
出
來
、
か
く
て
同
語

は
、
同
じ
意
義
を
有
す
る
同
じ
語
華
附
尉
物
か
他
の
形
式
附
脇
物
を
有
す
る
他
語
に
於
て
も
存
し
、
同
じ
形
式
意
義
を
有
す
る
同
じ
形
式

附
蹄
物
が
他
の
語
華
附
嶋
物
を
有
す
る
他
語
に
於
て
も
存
す
る
な
ら
ば
、
其
場
合
に
の
み
、
形
を
右
す
る
も
の
と
し
て
、
意
識
さ
れ
得
る

の
で
あ
る
』
い
と
見
倣
し
て
、
語
蛙
附
脇
物
と
形
式
附
脇
物
へ
語
が
分
裂
す
る
手
段
と
解
す
る
事
に
し
よ
う
。

從
っ
て
、
異
る
形
式
附
蝿
物
に
際
し
て
同
一
語
韮
を
そ
し
て
同
一
形
式
附
馬
物
に
際
し
て
異
る
語
韮
を
有
す
る
他
語
と
の
比
較
の
爲
に

の
み
若
し
語
が
剛
垂
等
形
態
部
に
分
裂
す
る
な
ら
ば
、
探
究
方
法
も
、
一
方
か
ら
は
蝿
（
ろ
形
式
附
脇
物
に
際
し
て
同
一
語
韮
を
有
し
、
他
方

か
ら
は
同
一
形
式
附
脇
物
に
際
し
て
異
る
語
基
を
有
す
る
語
の
對
照
に
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斯
か
る
方
法
に
際
し
て
は
對
照
さ

れ
る
語
，
、
叉
は
所
與
の
場
合
、
動
詞
は
當
然
語
基
と
形
式
と
の
附
脇
物
に
分
裂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
し
、
現
在
時
語
尾
で
あ

み

ろ
形
式
附
鵬
物
は
謂
は
ｒ
自
ら
分
離
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ら
う
。

此
方
法
は
如
何
な
る
根
搬
無
き
筌
想
で
あ
ら
う
と
も
、
混
合
物
無
き
全
く
客
槻
的
結
果
の
受
取
の
可
能
性
を
保
諦
し
、
凡
て
の
場
合
に

於
て
無
根
推
な
断
言
を
典
へ
し
め
な
い
。

是
等
考
察
か
ら
出
發
し
て
、
我
糞
は
《

我
糞
は
我

第
一
番
に
節
一
活
用
動
詞
現
在
時
経
結
・
限
定
形
へ
鱒
じ
て
、
此
形
の
語
尾
は
蜜
際
に
、
日
本
語
恋
新
幟
文
法
が
勘
一
言
す
る
様
に
、
形

日
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論
五
三
（
一
二
一
三
）

第
二
節
形
態
質
‐
登
は
第
一
活
用
動
詞
現
在
時
絡
結
。
限
定
形
語
尾
【
三
七
頁
】

狩
が
興
味
を
有
す
る
問
題
へ
の
口
答
を
典
へ
よ
う
と
企
て
る
課
な
の
で
あ
る
。

’



’

文
躍
研
究
第
十
九
慨
五
四
○
二
一
四
）

態
質
‐
畳
な
の
で
あ
る
。

次
の
動
詞
形
の
對
照

浄
顛
べ
へ
〕
Ｇ
ご
電
忌
』
蜀
員
亀
へ
』
ご
ミ
ミ
〕
白
一
へ
幕
ミ
ペ
ヘ
〉
・
き
き
』
奇
（
、
）
ベ
ヘ
ミ
●
ミ
ミ
《
（
現
在
時
）
、

浄
熊
等
§
電
》
目
鼻
ミ
ミ
ミ
．
胃
言
旦
》
冒
鼠
臂
（
斡
意
》
ご
ミ
（
不
定
形
）
、

跨
ぎ
‐
》
Ｇ
、
館
愚
‐
）
旨
自
‐
〕
ミ
、
ご
‐
）
ご
§
ミ
ペ
画
‐
〕
、
胃
‐
》
誰
非
小
暮
ミ
ミ
‐
（
否
定
語
基
）
、

〃

量
奇
‐
》
Ｇ
、
鷺
‐
》
自
馬
‐
〕
雲
ご
§
、
‐
〕
。
ミ
ミ
、
‐
》
ご
青
‐
ゞ
奇
（
＆
偽
‐
。
ご
ミ
、
‐
（
條
件
語
韮
）
②

〃

は
其
等
に
於
け
る
次
の
語
華
‐
と
形
式
附
鴎
物
の
分
離
へ
至
る
の
で
あ
る
。

謡
隷
十
薯
》
Ｇ
具
十
雲
．
旨
崎
十
受
．
ミ
ミ
＋
亀
、
ご
ミ
ミ
．
＋
雲
】
ご
》
士
へ
》
雷
（
、
）
士
へ
》
ご
ミ
士
へ
》

浄
津
十
軒
Ｇ
葺
十
『
．
吟
昌
十
電
》
ミ
ミ
。
＋
卦
昌
曾
、
＋
勢
ご
』
士
》
言
獄
十
軒
ご
ミ
＋
、
ゞ

浄
熟
十
愚
‐
・
ミ
調
十
、
‐
》
員
冒
十
員
‐
〕
ミ
ミ
羊
急
‐
）
ご
ミ
ミ
＋
愚
‐
》
き
》
＋
急
‐
）
乖
罪
半
市
〕
ご
こ
』
＋
鳥
‐
〕

浄
韓
十
雨
‐
ゞ
§
嫡
十
、
‐
〕
自
匂
十
、
‐
〕
ミ
ミ
＋
恥
‐
ゞ
ご
ミ
ミ
．
＋
、
‐
く
ぎ
＋
喝
‐
》
奇
（
獄
）
＋
、
‐
）
号
ご
』
＋
、
‐
ゞ

も
現
在
時
維
結
・
限
定
形
語
尾
は
形
態
質
、
叉
は
形
式
附
脇
物
，
べ
へ
、
不
定
形
語
尾
は
形
態
賞
‐
、
所
謂
否
定
語
韮
の
接
尾
僻
は
形
態
質

‐
Ｑ
‐
で
あ
り
所
謂
條
件
語
基
の
接
尾
僻
は
形
態
質
‐
、
‐
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
明
示
し
て
ゐ
る
。

第
一
水
平
行
【
本
澤
文
で
は
乖
直
行
】
に
於
け
る
異
る
語
紫
を
有
す
る
動
詞
と
乖
直
段
【
本
讓
文
で
は
水
平
段
】
に
於
け
る
同
一
語
基

か
右
す
る
動
詞
と
の
對
照
は
、
第
一
活
用
勅
詞
維
結
・
限
定
形
語
尾
は
形
態
質
‐
蚤
の
み
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
語
っ
て
ゐ
る
。
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現
征
時
終
結
形
に
於
け
る
節
二
及
び
第
二
一
活
川
動
詞
の
類
似
對
照
な
る
も
の
は
、
其
語
尾
は
形
態
質
‐
ヘ
ヘ
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
明
示
し

て
ゐ
て
、
共
は
次
の
列
が
確
信
さ
せ
る
。

ミ
ヘ
》
ぎ
ぎ
〕
鼻
へ
へ
》
ミ
ヘ
簿
へ
》
迂
冒
、
ざ
き
）
島
瀞
へ
《
》
、
冒
鯰
Ｓ
、
ヘ
ヘ
》
ミ
ミ
》
、
ミ
ヘ
ヘ
〉
ざ
智
（
、
）
《
へ
》
ざ
ミ
具
現
在
時
）
，

■

震
（
ベ
一
）
、
．
言
雷
）
急
驚
．
＊
ミ
鷺
Ｖ
ミ
鴎
》
冨
蝿
》
爵
蒔
》
鳶
〉
ミ
輪
ミ
偽
》
ミ
〕
浄
骨
》
ざ
津
う
）
恥
】
ご
ミ
、
（
不
定
形
）
、

、
き
》
皇
電
ぺ
〉
み
へ
Ｓ
へ
〕
、
ミ
》
急
勇
珪
へ
〕
Ｓ
・
蓋
》
へ
貫
き
》
風
（
、
）
｛
へ
》
ミ
ご
ミ
（
現
在
時
）
、

、
量
》
ミ
逼
》
＊
尋
包
へ
Ｖ
蒜
ミ
〕
、
亘
）
玲
菖
詠
皐
。
鼠
亀
鼠
員
（
壁
冨
、
ミ
ズ
不
定
形
）
。
⑥

是
等
列
に
於
け
る
前
掲
動
詞
形
は
次
の
様
に
語
基
と
形
態
質
と
に
分
裂
す
る
。

ベ
ヘ
士
《
・
器
§
＋
ヘ
ヘ
》
（
曇
十
へ
へ
〉
、
、
冬
．
＋
ヘ
ヘ
・
浄
冴
士
へ
〉
浄
胃
士
へ
》
、
齢
十
一
へ
｝
雲
ミ
・
肉
Ｓ
・
士
へ
】
曽
十
へ
へ
》
、
ｇ
‐
古
へ
》
ぎ
ぎ
（
、
）
士
へ
等
、

具
ら
＋
、
、
言
冷
十
党
》
員
↑
毎
＋
、
〕
＊
こ
ミ
＋
偽
Ｖ
ミ
、
＋
、
ゞ
蔑
登
十
、
、
尋
、
↑
＋
、
』
ミ
＋
、
）
、
ミ
だ
き
、
＋
、
》
ざ
＋
、
ゞ
届
き
＋
、
》
き
計
倉
）
＋
、
等
、

、

黒
十
へ
へ
〕
ミ
袋
十
一
へ
》
奇
、
＋
『
へ
）
ミ
＋
ベ
ヘ
》
周
員
計
十
重
》
ミ
ー
＋
受
》
§
＋
受
》
こ
（
、
）
＋
、
へ
》
玲
尋
、
＋
室
）

こ
み
＋
卦
ミ
ヘ
鯰
＋
卦
＊
否
Ｑ
＋
｝
Ｊ
Ｖ
器
へ
、
＋
、
》
胃
十
、
〕
誉
ぺ
へ
齢
十
べ
〕
ミ
ー
＋
↑
へ
己
＋
｝
｜
匂
汽
登
）
＋
ゞ
》
尾
ミ
＋
ゞ
．

此
虚
に
於
て
も
我
掩
は
異
る
語
基
蚕
‐
（
八
か
＊
一
へ
己
‐
）
》
、
へ
註
‐
』
畠
‐
：
…
、
み
‐
》
Ｑ
へ
牝
‐
等
に
際
し
て
は
同
じ
現
在
時
維
結
形
を
取
后

時
は
同
一
形
式
附
脇
物
‐
ヘ
ヘ
争
侭
節
二
活
用
不
定
形
舎
拓
取
る
時
は
‐
、
を
、
そ
し
て
節
三
活
用
不
定
形
を
取
る
時
は
‐
世
を
發
見
す
る
の
で

日
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論
五
五
（
一
二
一
五
）

１
１

第
三
節
形
態
質
‐
《
へ
は
第
二
及
び
第
一
一
一
活
用
動
詞
現
在
時
絡
結
形
語
尾
、
そ
し
て
雨
活
用
に

楚
け
る
其
同
一
性
【
三
八
頁
】

・
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文
學
研
究
第
十
九
柵
五
六
（
一
二
三
Ｃ

あ
っ
て
、
同
一
語
華
，
例
へ
ば
誌
！
〕
ぎ
み
‐
叉
は
、
蒜
‐
〕
さ
鯰
‐
に
際
し
て
は
、
如
何
な
る
形
に
於
て
我
交
が
所
與
動
河
を
取
る
か
に
依
從

し
て
異
る
形
式
附
鴎
物
、
節
二
活
川
に
於
て
は
‐
畳
へ
〕
‐
ぬ
そ
し
て
錐
三
活
川
に
於
て
は
‐
壁
』
‐
｝
を
發
見
す
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
第
二
及
び
雛
三
活
川
動
詞
現
在
時
絡
結
形
語
尾
は
形
態
礎
‐
ベ
ヘ
で
あ
る
と
云
ふ
結
論
に
來
る
の
で
あ
っ
て
、
錐
二
活
朋
動
詞

に
於
け
る
形
態
賞
‐
農
と
第
三
活
川
動
詞
に
於
け
る
形
態
質
‐
、
、
へ
と
の
間
に
は
如
何
な
る
形
態
莱
異
も
顯
れ
ざ
る
が
故
に
、
‐
我
だ
が
取
扱

ノ

ふ
の
は
同
一
形
態
礎
で
あ
っ
て
、
節
二
活
川
動
詞
現
在
時
語
尾
「
得
る
」
説
が
断
言
す
る
様
な
、
二
つ
の
異
る
形
態
愛
で
は
な
い

の
で
あ
る
と
我
共
は
見
倣
す
椛
利
が
あ
る
の
で
あ
る
。

對
照
し
よ
う
、
例
へ
ぱ

ミ
ヘ
、
ぶ
曹
ざ
》
造
》
侭
ミ
、
ぷ
ご
ミ
ミ
ペ
ヘ
》
ふ
き
、
ヘ
ヘ
》
爵
儒
・
ミ
ー
ミ
》
野
計
ミ
ー
蓋
》
言
看
、
・
ミ
、
ぷ
、
ミ
、
ヘ
ヘ
瓦
ミ
ミ
・
へ
語
等
（
限
定
形
）
、

■
９

ミ
、
や
‐
》
曾
曾
、
’
配
‐
〕
侭
ミ
．
、
‐
ゞ
ミ
ミ
ミ
ー
宛
‐
〕
語
量
へ
、
●
喝
‐
）
曽
、
ミ
．
、
‐
》
暮
計
ミ
．
、
‐
〉
ご
侭
ミ
・
ミ
、
、
‐
》
ミ
ミ
ー
、
，
意
息
ミ
・
句
‘
等
（
條
件
語
韮
）
、

●
伊

忌
ミ
ー
篭
》
』
●
畠
ミ
ー
壁
〕
奇
魯
、
’
一
ヘ
）
ミ
ミ
・
農
〉
咋
舗
ミ
ミ
ミ
』
ミ
魁
ミ
ー
、
へ
）
＆
ミ
ー
費
・
ミ
（
、
）
ミ
ー
蓑
》
ミ
ミ
ミ
・
蓑
（
限
定
形
）
、

：
ミ
。
、
‐
》
皇
韓
、
ｍ
‐
》
奇
尋
、
宛
‐
》
ミ
ミ
ベ
‐
》
亀
ミ
ミ
、
’
、
‐
》
ミ
ミ
ー
、
，
》
息
ミ
ー
、
‐
》
急
（
恥
）
ミ
蝿
‐
》
ミ
ミ
ミ
、
配
‐
（
條
件
語
基
）
。

さ
て
第
二
及
び
第
三
活
用
動
詞
現
在
時
限
定
形
語
尾
の
説
示
へ
移
っ
て
、
此
限
定
形
及
び
所
謂
條
件
語
基
で
取
っ
た
動
詞
列
を
我
禽
は

第
四
節
．
形
態
質
，
べ
、
は
第
二
及
び
第
三
活
用
動
詞
現
在
時
限
定
形
語
尾
、
そ
し
て
雨
活
用
に
諺
け
る

其
同
一
性
【
三
八
’
四
一
頁
】

ﾄ
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[十
間

毒
婦
患
尋
甫
歯
型
邑
剰
針
ヨ

時
謹
言
尋
毎
コ
か
議
丙
？
"'
(Y
ノ
-
<"
-再
涯
壺
壽
京
黒
卦
騒
が
議
丙
〃
グ
ー
・
ハ
洋
rj
黙
鷆
聿
宗
再
一
’
‐
碧
紅
蕪
・
丙
薄
鷲
が
母
d澤
削
聿

宗
S三
謝
翠
弓
再
>鴬
．
澤
削
壽
索
11
1馨
詳
雲
無
言
】
・
が
寺
男
に
蹄
磐
堺
X1
作
が
s崎
酬
蕊
嗣
熊
S裂
涛
壽
宗
蟄
三
強
’
寓
儲
詞

"s
er
rj
罹
峠
研
罵
零
卦
濁
阿
料
．
書
霞
三
乳
毒
獣
〃
寓
嬬
壼
再
津
鷲
．
が
獣
rj
Sが
舛
丙
料
§
､'
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I

凸

：
ミ
ー
＋
ぷ
角
灰
、
ミ
、
＋
蓑
・
奇
、
ご
‐
＋
ヘ
ヘ
》
、
ｎ
ｓ
‐
＋
ベ
ヘ
）
瞬
菖
時
ミ
．
＋
ヘ
ヘ
）
Ｑ
、
ミ
、
＋
へ
へ
迄
ミ
ミ
、
＋
ぶ
急
（
、
）
畳
へ
汽
十
蓑
》
ミ
ミ
ミ
．
＋
べ
へ
々

ミ
ミ
ー
＋
、
‐
・
ク
亀
禽
ミ
、
＋
、
‐
》
母
ｓ
、
．
＋
、
‐
》
ミ
ミ
。
＋
、
‐
ゞ
心
愚
烏
ミ
。
＋
偽
‐
》
ミ
・
ミ
、
＋
、
‐
）
ミ
ミ
．
＋
、
‐
》
皇
（
、
）
ミ
ー
＋
、
‐
・
〃
愚
ミ
ミ
、
＋
、
‐
〉

●

ア
キ
マ
、

現
在
時
限
定
形
語
尾
は
形
態
質
‐
蓑
で
あ
る
が
、
所
詔
條
榔
許
弾
の
接
尾

三
一
肥
■
８
《
《
学

・

〃

几

僻
は
形
態
質
‘
．
？
で
あ
ろ
と
云
ふ
事
が
迭
か
ら
生
す
る
。

垂
直
段
に
よ
る
是
等
形
妙
比
較
に
際
し
て
褐
ら
れ
る
語
基
を
相
互
對
照
し
て
、
我
凌
は
今
度
は
是
等
が
次
の
様
に
総
成
形
態
部
に
分
裂

八
ｓ
母
、
、
十
ｍ
‐
』

此
共
通
形
態
質
‐
こ
ゞ
‐
は
奮
際
に
現
在
時
限
定
形
意
義
を
も
、
所
訓
條
件
諦
基
の
意
義
を
も
創
造
し
な
い
、
又
は
換
言
す
れ
ば
、
節
一

語
尼
に
哨
鋪
二
接
足
僻
に
も
構
成
に
入
ら
な
い
で
、
動
詞
派
生
詔
基
に
脇
す
る
と
云
ふ
事
、
共
は
我
凌
は
少
し
下
に
於
て
碓
信
す
る
。
是

と
共
に
我
左
は
、
形
態
質
慧
は
疵
隙
に
現
在
時
限
定
形
語
足
で
あ
り
、
一
斉
腔
質
喝
は
所
謂
條
件
語
基
の
接
尾
僻
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
解
る

な
の
で
あ
る
。
】

宝
Ｃ
Ｏ

丈
學
研
究
第
十
九
鮠

形
が
共
か
ら
の
み
形
成
さ
れ
得
る
も
す
る
様
な
派
生

の
で
あ
る
。

畳
ミ
勘
十
ぷ
ぎ
言
》
、
＋
べ
へ
》
ａ
篭
へ
、
、
＋
ヘ
ヘ
〉
ご
一
鷲
ご
・
十
一
へ
》
き
●
ミ
ー
＋
ヘ
ヘ
ミ
ミ
ミ
、
＋
、
へ
．
浄
計
ミ
．
＋
ベ
ヘ
』
蚤
へ
輿
己
・
ミ
ー
＋
藍
・
ミ
ミ
、
．
＋
ヘ
ヘ
息
へ
＆
ミ
．
＋
ぷ

麓
ミ
心
十
ｍ
‐
）
曾
雷
》
‐
＋
偽
‐
〕
Ｑ
鰭
、
。
＋
、
‐
》
ミ
鷲
、
＋
、
‐
〉
浄
身
ミ
ー
＋
、
，
．
）
骨
、
ミ
心
十
ｍ
‐
》
『
烏
ミ
。
＋
、
‘
・
蚤
鳧
ミ
ミ
、
＋
、
‐
〉
ミ
ミ
、
＋
、
‐
』

巳

是
等
形
を
我
だ
か
垂
直
段
に
よ
っ
て
州
互
對
照
す
る
な
ら
ば
、
是
等
は
次
の
様
に
詔
基
及
び
形
式
附
脇
物
に
分
裂
す
る
と
云
ふ
事
が
分

’

1
1

マニIF

II l l

韮

五
八
二
二
一
八
）

の
意
義
を
語
基
に
仰
へ
る
と
云
ふ
事
は
自
明



す
る
の
が
解
ら
う
。

今
我
盈
が
是
等
派
生
語
華
を
我
交
に
稔
討
さ
れ
る
動
詞
形
に
澄
換
へ
る
な
ら
ば
、
後
者
は
次
の
鰐
裁
を
採
用
す
る
。

ミ
、
、
廷
Ｖ
舎
十
ミ
ー
）
＋
Ｓ
言
ご
ヘ
ミ
《
Ｖ
魚
へ
碁
十
ミ
．
）
＋
ヘ
ヘ
》
員
篭
ご
心
冨
Ｖ
（
Ｑ
鯰
十
ミ
ー
）
＋
ざ

ミ
ミ
ミ
・
衰
Ｖ
（
ミ
母
十
ミ
ー
）
＋
ヘ
ヘ
》
浄
冒
へ
ミ
ヘ
Ｖ
魚
毘
司
＋
ミ
．
）
＋
蓑
・
・
・
恥
ミ
ミ
・
量
Ｖ
（
『
息
十
ミ
ｂ
）
＋
蚤
》

ｇ
み

、
口

へ
ヘ
ミ
ー
Ｑ
‐
Ｖ
曾
十
ミ
・
）
＋
Ｑ
‐
〃
雪
辱
ご
‐
危
‐
Ｖ
魚
§
＋
ミ
ー
）
＋
食
‐
）
倉
聡
、
、
‐
Ｖ
曾
輪
十
ミ
ー
）
＋
、
‐
〕

ご
ミ
ミ
．
、
‐
Ｖ
（
ミ
奄
十
ミ
．
）
＋
、
‐
》
轟
野
ミ
ー
、
‐
Ｖ
魚
冴
十
ミ
ー
）
＋
見
〉

■
の

、

§
ミ
、
ヘ
ヘ
Ｖ
（
§
＋
ミ
．
）
＋
ヘ
ヘ
）
臭
空
へ
ミ
ヘ
Ｖ
曾
慮
十
ミ
螺
）
士
へ
》
尋
ミ
ヘ
ミ
ヘ
Ｖ
（
尋
、
＋
ミ
ー
）
＋
雲
へ
》

員
ミ
、
蓑
Ｖ
（
Ｒ
＋
ミ
ｈ
）
＋
《
へ
》
吟
冨
詳
ミ
ベ
ヘ
Ｖ
（
払
菖
瀞
十
ミ
ー
）
＋
罠
：
》
ミ
ミ
ミ
ペ
ヘ
Ｖ
（
乞
尋
、
＋
ミ
、
）
＋
言
》

ミ
ミ
、
恥
‐
Ｖ
（
具
十
ミ
．
）
＋
侭
‐
・
ミ
偽
ミ
ー
、
‐
Ｖ
倉
へ
叱
十
ミ
、
）
＋
、
‐
》
尋
ミ
ヘ
、
、
‐
Ｖ
魚
ミ
＋
ミ
ー
）
＋
、
‐
〕

、
ヘ
ー
ミ
．
、
‐
Ｖ
（
Ｒ
＋
ミ
ー
）
＋
、
‐
再
蜀
さ
詩
ミ
ー
、
‐
Ｖ
（
仏
菖
へ
詩
十
ミ
ー
）
＋
、
‐
・
・
・
負
ご
ミ
ミ
ー
兎
‐
Ｖ
（
員
ミ
＋
こ
’
）
＋
、
‐
）

日
本
誰
伽
詞
現
在
時
形
態
論
五
九
口
二
一
九
）

は
是
等
語
基
が
単
一
物
で
暹

物
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
意
味
す
る
。

ベ
ヘ
ミ
．
‐
》
浄
ミ
マ
ミ
・
‐
〉
へ
侭
ミ
。
‐
）
蓮
ミ
ミ
ー
‐
〉
浄
身
ミ
ー
‐
・
・
・
・
・
昔
言
》
‐
‐
Ｖ

９
ｄ

受
＋
ミ
、
‐
包
み
含
み
＋
ミ
ー
‐
〕
へ
『
晦
十
ミ
ー
‐
》
ご
冬
曇
十
ミ
ー
‐
曾
浄
身
十
ミ
、
‐
・
・
・
・
・
苛
、
＋
ミ
ー
‐
も
．

ミ
ミ
ー
‐
・
偽
へ
売
ミ
ー
‐
・
号
ｓ
へ
、
。
‐
・
ミ
ミ
△
‐
〉
心
境
園
烏
ミ
．
‐
・
‐
：
．
ミ
ミ
ミ
ー
‐
Ｖ

：
＋
ミ
ー
‐
》
ミ
免
十
ミ
ー
‐
》
尋
、
＋
ミ
．
‐
》
Ｒ
＋
ミ
ー
‐
〕
二
．
自
鳶
十
ミ
・
‐
．
：
・
・
萄
号
、
＋
ミ
、
‐
）

是
等
諦
基
に
於
て
是
等
全
部
に
共
通
な
或
形
式
附
脇
物
、
叉
は
形
態
質
‐
ミ
．
‐
が
分
離
す
る
‐
〆
云
ふ
事
が
解
る
の
は
困
難
で
な
く
‘
是

畦
等
諦
嵯
が
単
一
物
で
な
く
、
単
一
語
某
・
プ
ラ
ス
或
形
式
附
脇
物
、
叉
は
或
接
足
僻
‐
ミ
ー
‐
か
ら
成
立
す
る
派
生



I

丈
躍
研
究
鋪
十
九
輯
六
○
Ｑ
二
二
○
〕

か
く
て
、
鋪
二
及
び
第
三
活
用
勅
詞
現
在
時
限
定
形
語
尾
は
涜
際
に
形
態
質
‐
蚤
‐
で
あ
る
が
、
同

じ
活
用
の
所
謂
條
件
語
韮
の
接
尾
僻
は
形
態
質
‐
？
で
あ
る
、
何
と
な
ら
ば
此
限
定
形
及
び
條
件
語

韮
は
形
態
賃
‐
費
及
び
↓
、
‐
の
み
に
よ
っ
て
相
互
に
茶
別
さ
れ
る
か
ら
と
云
ふ
同
じ
結
論
に
我
凌
は
再
び
來
ろ
の
で
あ
る
。

是
と
共
に
我
糞
は
、
是
等
活
用
現
在
時
限
定
形
は
接
尾
僻
‐
ミ
．
‐
に
よ
っ
て
披
張
さ
れ
る
単
一
語
韮
か
ら
成
立
す
る
派

生
諦
飛
へ
語
尾
‐
ミ
ヘ
ー
を
附
加
し
て
形
成
さ
れ
亨
。
が
、
同
じ
活
川
の
所
調
條
件
語
華
は
同
じ
派
生
諦
基
へ
接

尾
僻
‐
、
‐
を
附
加
し
て
形
成
さ
れ
る
と
云
ふ
事
が
解
る
。

錐
二
活
川
動
詞
現
在
時
限
定
形
語
尼
と
し
て
の
形
態
質
，
ヘ
ヘ
は
、
鋪
三
活
川
動
詞
現
亦
時
限
定
形
語
尾
と
し
て
の
形
態
衝
‐
、
へ
と
形
態

的
に
は
少
し
も
雁
別
き
れ
な
い
が
故
に
、
我
袋
は
二
つ
の
異
る
形
態
質
で
な
く
、
同
一
形
態
質
‐
『
へ
を
打
す
る
と
見

倣
す
事
が
出
來
る
。
同
じ
理
由
に
よ
っ
て
、
我
交
は
條
件
語
基
接
尾
僻
は
第
二
活
川
動
詞
に
於
て
も
、
節
三
活
川
動
詞
に
於
て
も
同

一
形
態
庇
‐
、
‐
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
探
川
し
得
る
の
で
あ
る
。

同
じ
語
尾
↓
ベ
ヘ
及
び
同
じ
接
尾
僻
‐
、
‐
を
我
々
は
鏥
二
及
び
鋪
三
活
川
動
詞
の
現
在
時
及
び
條
件
語
基
の
對
唯
口
語
形
に
於
て
も
有
す

る
と
云
ふ
事
を
、
我
共
は
派
生
語
基
に
於
て
は
接
尾
僻
，
ミ
、
‐
の
代
り
に
第
二
活
用
に
對
し
て
は
接
尼
僻
‐
ミ
．
‐
そ
し
て
第
三
活
用
に
對
し

て
は
接
尾
僻
さ
．
‐
を
發
見
す
る
と
云
ふ
莱
異
の
み
を
以
て
確
信
す
る
の
は
容
易
で
あ
る
。

現
在
時
同
口
語
形
の
み
、
例
・
へ
ぱ
同
じ
べ
へ
（
『
一
）
ミ
亀
ぶ
ぎ
詩
、
・
ヘ
ミ
》
へ
曙
ミ
．
ぷ
ミ
ミ
薑
．
：
・
・
『
ミ
ミ
．
、
《
に
於
け
る
動
詞
對
照
は
或
形
態
賀
‐
、
患

Ｊ
り
り
塁
７
ｉ
ｕ
ｌ
同
■
ｒ
■
■
ｉ
Ｉ
ｐ
Ｂ
日
日
Ⅱ
Ⅱ
…
。
ｄ
■
Ｉ
Ⅱ
４
Ｊ
Ｈ
４
Ｐ
ｌ
■
Ⅱ
０
■
Ｉ
Ｄ
則
ｒ
Ⅱ
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ

第
五
節
形
態
質
‐
ミ
ー
は
第
二
及
第
三
活
用
動
詞
現
在
時
口
語
形
語
尾
【
四
一
’
二
頁
】
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I

な
る
分
離
に
至
伽
、
口
語
條
件
語
基
一
へ
（
く
ぎ
》
亀
‐
》
冒
浄
ミ
、
、
‐
》
園
駕
、
、
偽
‐
》
、
ミ
ミ
魁
、
，
・
・
・
：
、
息
ミ
．
、
‐
に
於
け
る
動
詞
對
照
は
‐
、
、
‐
な
る

分
離
に
導
く
。
‐
ミ
ー
ミ
と
‐
ｓ
、
、
‐
と
の
對
照
は
、
其
等
が
共
通
形
態
質
‐
、
、
‐
‐
・
プ
ラ
ス
現
在
時
形
に
對
し
て
は
軍
一
非
可
分
解
形
態
質
‐
壁

そ
し
て
所
謂
條
件
語
基
に
對
し
て
は
同
じ
単
一
非
可
分
解
形
態
質
‐
、
‐
か
ら
成
立
す
る
複
合
形
態
質
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
明
示
し
て
ゐ

る
。
是
等
形
態
髄
に
於
け
る
差
異
は
動
詞
形
意
義
に
於
け
る
差
異
に
對
應
す
る
が
故
に
、
我
盈
は
形
態
質
‐
蚤
は
現
在
時
語
尾
で
あ
り
、

形
態
質
‐
鴎
‐
は
條
件
語
基
の
接
尾
僻
で
あ
る
と
結
論
す
る
。

現
在
時
口
語
形
に
於
て
も
、
口
語
條
件
語
韮
に
於
て
９
ぃ
励
制
相
互
對
照
な
ろ
も
の
、
例
へ
ぱ
同
じ
費
（
ご
）
園
ミ
ー
ミ
（
ご
）
、
侭
‐
・
言
鳶
ミ
ー

曾
蒔
、
・
喝
‐
】
侭
ミ
・
蓑
ｌ
具
ミ
．
、
‐
・
ミ
ミ
ー
ミ
ー
ミ
ヘ
ｓ
心
、
‐
：
：
昔
青
、
ヘ
ヘ
ー
尽
き
こ
・
頃
‐
は
叩
沌
等
動
詞
に
於
け
る
語
韮
ミ
（
『
胃
、
‐
》
曾
鳶
、
‐
）
侭
、
‐
〉

、
ミ
ミ
、
‐
．
・
・
：
旨
き
‐
‐
及
び
二
形
態
質
、
現
在
時
に
對
し
て
は
形
態
質
‐
ベ
ヘ
そ
し
て
所
謂
條
件
語
基
に
對
し
て
は

形
態
質
‐
、
‐
な
る
分
離
に
至
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ
正
等
語
基
相
互
新
對
照
は
是
等
を
恥
一
語
基
プ
ラ
ス
或
接
尼
僻
‐
ミ
ー
‐
に
分
解
せ
し
め
、
そ
し
て
是
等
語
基
は
派
生
的

で
あ
る
と
云
ふ
事
を
明
示
し
て
ゐ
る
。

是
等
派
生
語
基
［
ヘ
ヘ
（
ご
）
＋
亀
、
］
‐
】
（
ぎ
み
＋
ミ
ー
）
‐
〕
（
晶
十
、
）
‐
等
を
一
方
か
ら
は
『
ヘ
（
『
』
）
ミ
ー
、
へ
》
育
奇
ミ
ヘ
〉
侭
、
ご
烏
等
そ
し
て
他

マ
ｂ

方
か
ら
は
《
へ
（
電
）
ｓ
ｏ
蝿
‐
〉
言
浄
ミ
，
喝
‐
）
園
鷺
、
’
雨
‐
等
の
被
嶮
討
形
に
澄
換
へ
る
な
ら
ば
、
現
在
時
形
に
於
て
は
形
態
質
‐
菫
が
、
所
訓
條
件
諦

華
に
於
て
は
形
態
賀
‐
、
‐
が
分
離
さ
れ
る
と
云
ふ
事
が
更
に
解
る
の
で
あ
る
が
、
是
は
勿
論
形
態
質
‐
費
は
現
在
時
口

諏
Ⅲ
形
語
尾
、
形
態
質
，
喝
‐
は
節
二
活
川
の
所
調
條
件
語
基
の
、
語
接
尾
僻
で
あ
る
と
で
も
云
ふ
事
を
表
す

に
外
な
ら
な
い
。
日
本
諾
動
詞
現
在
時
形
態
論
六
一
（
一
二
二
こ

、
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
０
１
ト
ー
１
■
Ⅱ
■
０
■

1



今
度
は
第
四
活
川
動
詞
へ
稗
じ
て
、
我
掩
は
上
に
使
用
し
た
現
在
時
経
結
・
限
定
形
と
所
謂
條
件
語
基
と
の
同
じ
對
照
を
求
め
よ
う
。

例
へ
ぱ
勤
訶
や
饗
）
（
花
を
）
沃
ろ
、
ざ
・
惹
》
蒜
る
、
ご
Ｓ
・
ミ
》
見
る
，
税
る
、
潅
取
ら
う
。
ミ
ヘ
ー
や
、
‐
》
き
●
ミ
ー
き
・
、
‐
・
ミ
ミ
・
ミ
ー

ミ
ミ
砲
‐
な
る
對
照
の
爲
に
共
通
形
態
質
‘
ヘ
ヘ
及
び
‐
、
‐
を
有
す
る
語
基
や
‐
》
ざ
．
‐
》
》
き
、
‐
は
對
應
的
に
分
離
す
る
の
で
あ
っ
て
、
是
か

ら
し
て
、
形
態
質
‐
ベ
ヘ
ー
は
現
在
時
経
結
・
限
定
形
語
尾
で
あ
り
、
形
態
質
，
、
‐
は
所
詔
條
件
語

基
の
接
尾
餅
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
生
ず
る
。

所
與
の
場
合
に
於
て
我
登
が
是
等
動
詞
の
単
一
語
基
く
Ｊ
瞳
‐
》
鴬
予
と
誤
認
す
る
是
等
動
詞
の
所
謂
不
定
形
畢

鼠
ミ
料
と
、
‐
ゞ
き
、
‐
・
ミ
ヤ
‐
と
を
對
照
し
て
、
我
壁
は
、
．
‐
》
き
‐
，
》
ご
Ｓ
、
‐
は
後
者
へ
接
尾
群
‐
、
．
‐
を
袖
足
し
て
非
派
生
語
基

や
》
蕊
‐
・
ミ
や
か
ら
形
成
さ
れ
る
派
生
語
華
で
あ
る
と
解
す
る
。
，

從
っ
て
、
第
四
活
川
動
詞
現
在
時
経
結
・
限
定
形
は
派
生
語
基
へ
語
尾

‐
ミ
を
補
足
し
て
，
條
件
語
基
は
接
尾
僻
‐
、
‐
を
補
足
し
て
形
”
成
さ
れ
ろ
。

同
じ
結
論
へ
我
舞
は
次
の
様
に
し
て
も
移
り
得
る
。
或
第
四
活
用
動
詞
を
現
在
時
維
結
形
に
於
け
る
第
二
活
用
對
應
動
詞
と
對
照
す
る
。

文
畠
研
究
第
十
九
櫛

同
様
に
我
為
は
第
三
活
用
動
詞
に
對
し
て
も
類
推
的
結
論
へ
来
る
の
で
あ
る
。

第
六
節
形
態
質
‐
、
へ
は
第
四
活
用
動
詞
現
在
時
絡
結
・
限
定
形
語
尾
、
そ
し
て
其
第
一
活
用
動

詞
現
在
時
終
結
・
限
定
形
語
尾
な
る
形
態
質
と
の
同
一
性
【
四
二
’
四
三
頁
】

｜
l

j

六
二

へ

二

一

一

一
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例
へ
ぱ
次
の
動
詞
を
取
ら
う
。

尊
寒
．
着
る
、
ｌ
き
ご
》
｜
蒲
羅
結
形
）
・
着
す
、
即
ち
．
着
苓
や
る
．

ミ
ミ
覚
る
．
覗
ら
Ｉ
ミ
ミ
．
｜
落
羅
結
形
・
見
す
．
即
ち
§
て
や
ら
．

・
以
ろ
ｌ
葵
ミ
》
二
活
（
維
結
形
）
、
似
す
、
即
ち
、
似
せ
て
や
る
。

、
、
『
、
と
『
へ
〉
Ｆ
Ａ
Ⅵ
ｌ

是
等
一
對
動
詞
の
相
〔
量
○
四
〕
的
意
義
に
於
け
る
差
異
は
、
明
確
に
是
等
動
詞
の
語
韮
で
あ
る
様
な
先
行
北
へ
通
部
に
綾
く
二
日
醗
質
、
’
〉
匂

と
連
絡
し
て
存
す
る
の
で
あ
る
と
解
す
る
の
は
困
難
で
な
い
。
が
是
は
是
等
耐
詞
の
相
的
意
義
が
對
應
的
に
一
昔
澤
質
、
》
匂
に
よ
っ
て
創
造

さ
れ
る
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
意
味
す
る
。
が
虻
〈
時
は
是
等
買
鐸
侭
は
相
形
成
的
接
尾
僻
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
雫
は
琴
や
蔓
と

ミ
ミ
ヘ
と
に
於
け
る
他
動
相
接
尾
瀞
で
あ
り
、
ミ
ミ
、
に
於
け
る
自
動
相
接
尼
鮮
で
あ
る
が
、
一
昔
騨
衝
ら
は
醤
使
役
相
接
尾
僻
で
あ
る
の
で

あ
る
。
一
音
質
、
‐
》
匂
を
接
尾
僻
と
認
識
す
る
と
云
ふ
の
は
同
じ
く
、
是
等
接
尾
僻
に
綾
く
一
音
饒
賃
曽
は
現
在
時
語
尾
に
外
な
ら
な
い
と

云
ふ
事
、
叉
は
接
尾
僻
‐
ご
‐
‐
に
縦
く
一
昔
難
質
患
は
第
四
活
用
現
在
時
終
結
・
限
定
形
語
尾
で
あ
る
が
、
接
尾
僻
‐
偽
，
に
縦
く
一
音
難
質

蔓
は
雛
二
活
用
の
同
じ
時
制
終
結
形
語
尾
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
認
識
す
る
意
味
な
の
で
あ
る
。

軍
玉
川
基
プ
ラ
ス
接
尾
僻
（
所
與
の
場
合
に
は
北
〈
堂
の
接
尾
僻
‘
、
，
‐
）
は
派
生
語
基
溌
與
ふ
る
が
故
に
、
是
は
館
四
祈
用
動
詞
現
在
時

維
結
。
限
定
形
は
単
一
語
韮
（
ご
‐
・
ミ
、
↑
・
ミ
ー
等
）
へ
、
考
へ
得
ら
れ
る
如
く
、
詔
足
‐
、
’
費
を
で
な
く
派
生
語
韮
（
み
、
‐
‐
》
ミ
ミ
．
‐
》

さ
。
‐
等
）
へ
語
尾
‐
ベ
ヘ
を
補
足
ル
て
形
成
さ
れ
る
と
云
ふ
事
を
意
味
す
る
。

館
四
沽
川
動
詞
現
在
時
維
結
・
限
定
形
詔
尼
に
開
逃
し
て
、
是
は
第
一
活
川
動
詞
の
同
じ
時
制
絡
結
・
限
定
形
語
尾
と
同
一
で
あ
る
と

云
ふ
事
、
叉
は
換
言
す
れ
ば
、
蛎
凹
又
は
鋪
一
活
川
動
詞
現
在
時
絡
結
・
限
定
形
語
尾
は
同
一
形
態
質
‐
袋
で
あ
る
と
一
云
ふ
事
を
認
め
な

日
本
謡
動
詞
現
在
時
形
態
論
六
三
（
一
二
一
三
）

（

I
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L

今
我
共
が
鍵
格
動
詞
現
在
時
語
尾
へ
移
っ
て
も
、
此
脆
で
は
何
も
新
し
い
も
の
に
辿
遇
し
な
い
。

動
詞
元
ね
」
ｇ
ミ
ー
匂
ミ
ー
島
ミ
形
の
對
照
は
、
此
動
詞
の
現
在
時
経
結
形
語
尾
は
形
態
質

‐
登
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
語
っ
て
ゐ
る
。

き
ミ
ミ
ー
ミ
ミ
？
蔵
鳥
對
照
は
、
同
じ
時
制
限
定
形
語
尾
は
同
じ
く
形
態
質
‐
蟹
で
あ
り
，

所
調
條
件
語
華
の
接
尾
跡
は
形
態
質
‐
？
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
明
示
す
る
。

鐡
格
動
詞
き
』
き
、
’
一
へ
）
来
る
、
畠
》
偽
ミ
ペ
ヘ
〕
爲
ろ
、
の
現
在
時
語
尾
へ
は
、
動
詞
、
、
）
、
へ
、
’
ミ
】
》
ミ
．
苫
ミ
・
壁
に
就
て
下
述
さ
れ
る
で
あ
ら

■

う
凡
て
が
全
く
唯
州
さ
れ
る
。

錘
格
動
詞
鳶
、
●
ヘ
ヘ
》
蹴
る
、
へ
は
錐
凹
活
川
動
詞
に
就
て
直
前
既
述
の
も
の
、
即
ち
現
在
時
終
結
・
限
定
形
語
尾
は
、
派
生
語

基
へ
、
所
與
の
場
合
に
は
奇
、
‐
‐
へ
附
加
さ
れ
る
形
態
質
Ⅲ
竜
へ
で
あ
る
も
の
凡
て
が
關
係
す
る
。
【
原
著
補
註
節
四
現
在
時
維
結

形
語
足
が
起
源
に
よ
れ
ば
不
定
形
語
足
‐
、
と
同
一
で
あ
り
得
る
形
態
質
入
で
あ
る
動
詞
ミ
ー
へ
》
在
る
、
は
例
外
で
あ
る
。
】

丈
駆
研
究
第
十
九
輯
六
四
（
一
二
二
四
）

い
課
に
行
か
な
い
っ
此
同
一
性
は
、
鋪
Ⅲ
析
川
動
詞
現
在
時
維
結
・
限
定
形
語
雌
と
し
て
の
形
態
質
‐
《
へ
と
第
一
活
川
動
詞
の
同
じ
形
語

尾
と
し
て
の
形
態
質
‐
《
、
と
の
間
に
は
如
佃
な
る
形
態
差
異
を
も
認
め
る
の
が
不
可
能
で
あ
る
と
云
ふ
事
か
ら
出
て
来
る
の
で
あ
る
。

、

第
七
節
形
態
質
‐
愚
は
愛
格
動
詞
現
在
時
語
尾
【
四
三
’
四
瓦
】
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か
く
て
、
錨
一
及
び
鋪
四
活
用
動
詞
現
在
時
経
結
Ｃ
限
定
形
に
對
し
て
は
同
語
尾
‐
蚤
を
、
第
二
及
び
錐
三
活
川
動
詞
の
同
じ

時
制
維
結
形
に
對
し
て
は
川
詔
尾
‐
愚
を
そ
し
て
同
じ
活
用
の
同
じ
時
制
限
定
形
に
對
し
て
は
同
語
尾
‐
ぺ
へ
を
有
す
る
と

云
ふ
事
を
我
糞
は
發
見
す
る
。

併
し
な
が
ら
、
現
在
時
終
結
形
語
尾
‐
黄
及
び
同
じ
時
制
限
定
形
詩
尾
同
じ
く
‐
べ
《
へ
の
關
係
に
よ
っ
て
、
我
堂
は
蜜
は
同
孟
叩
尾
‐
壁

を
布
し
な
い
の
か
と
云
ふ
問
題
が
生
ず
る
Ｏ

現
在
時
上
名
全
語
尾
は
同
一
時
制
範
畿
を
表
現
す
る
と
云
ふ
既
に
其
一
精
況
が
、
全
四
活
朋
に
於
て
そ
し
て
現
在
時
全
形

に
於
て
我
燕
は
同
一
語
尾
‐
ヘ
霜
を
有
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
を
涛
護
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

此
外
に
、
第
二
及
び
第
二
一
活
川
動
詞
現
在
時
絡
結
及
び
限
定
形
に
於
て
我
凌
は
或
場
合
に
は
単
一
、
他
の
場
合
に
は
派
生

の
二
つ
の
異
る
語
韮
冷
有
す
る
と
云
ふ
事
避
は
、
是
等
現
在
時
形
に
於
け
る
形
態
差
異
は
此
時
制
の
柊
結
及
び
限
定
機
能
に
對
し
て
株
糞

の
誘
韮
が
、
特
に
、
終
結
に
對
し
て
は
軍
一
語
基
が
、
限
定
に
對
し
て
は
派
生
語

韮
が
利
川
さ
れ
た
と
云
ふ
事
に
よ
っ
て
招
か
れ
た
の
で
あ
る
と
一
云
ふ
事
を
指
示
し
て
ゐ
る
。

が
是
が
左
様
で
あ
る
な
ら
，
即
ち
庇
際
に
節
二
及
び
節
二
一
活
川
勤
刺
現
在
時
絡
結
及
び
限
定
形
間
の
差
異
が
、
皿
準
一
及
び
派
生
の
二
つ

の
異
る
諦
韮
の
利
川
さ
れ
た
と
云
ふ
事
の
紬
果
生
じ
た
の
な
ら
，
現
在
時
経
結
形
語
尾
‐
べ
誇
及
び
同
じ
時
制
限
定
形
語
尾
，
蚤
は
同
上
形

日
本
語
動
詞
現
在
昨
形
態
論
六
五
。
（
二
一
二
五
）

d
Q

第
八
節
第
二
及
び
第
三
活
用
動
詞
終
結
及
び
限
定
形
語
尾
と
し
て
の
形
態
質
‐
農
の
同
一
性
、

そ
し
て
現
在
時
全
形
一
般
に
諺
け
る
其
同
一
性
【
四
四
’
五
頁
】

’
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(一） 動
刺
が
關
係
す
る
。

或
動
詞
は
第
一
活
用
に
よ
っ
て
も
錐
二
活
用
に
よ
っ
て
も
活
川
す
る
と
云
ふ
一
般
周
知
の
事
寅
へ
注
意
を
稗
ず
る
の
が
何
よ
り
も
必
要

で
あ
る
。
是
等
動
詞
陸
一
群
を
形
成
す
る
。
第
一
群
へ
は
其
現
在
時
経
結
形
が
第
一
活
用
動
詞
の
同
じ
時
制
経
結
・
限
定
形
と
同
一
．
な
る

第
二
折
川
動
詞
が
脇
し
、
鋪
一
活
川
へ
は
其
現
在
時
限
定
形
が
今
度
も
亦
鋪
一
活
用
動
詞
の
同
じ
絡
結
・
限
定
形
と
同
一
な
る
第
二
活
用

文
駆
研
究
第
十
九
戦
六
六
Ｑ
二
二
六
）

態
質
’
一
、
で
あ
っ
て
、
共
は
第
一
及
び
飾
四
活
川
動
詞
に
於
て
終
結
及
び
限
定
機
能
を
も
帯
す
る
の
で
あ
り
、
從
つ
て
、
至
四

活
川
に
於
て
現
在
時
範
鴫
は
同
一
語
尾
‐
、
へ
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
。

此
推
測
は
下
次
の
所
與
に
よ
っ
て
碓
め
ら
れ
る
と
恩
ふ
。

ＪＡ
自
動
詞

く 第
一
群
は
次
の
動
詞
か
ら
成
立
す
る
。

第
二
活
用
動
詞
現
在
時
終
結
形
語
尾
‐
受
と
第
一
活
用
動
詞
現
在
時
終
結
・
限
定
形
語
尾
‐
、
へ
と
の
同
一
性

ミ
ミ
簿
）
一
及
二
活
，
、
Ｑ
黒
星
》
一
及
二
活
、

第
九
節
第
二
活
用
動
詞
現
在
時
終
結
及
び
限
定
形
語
尾
‐
薯
と
第
一
活
用
動
詞
現
在
時
終
結
・

限
定
形
語
尾
と
の
同
一
性
【
四
五
’
九
頁
】

廃
く
、

潤
く
、

’

▲
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丈
畢
研
究
節
十
九
職
六
八
（
一
二
二
八
）

罵
愚
電
〕
一
及
二
活
、
伽
く
、

君
昌
琴
へ
》
一
及
二
活
、
艀
く
、

ミ
ミ
（
碕
貢
》
一
及
二
活
、
跨
ぐ
、

旨
ミ
ミ
ヘ
識
傘
§
》
一
及
二
活
、
妨
ぐ
、

向
言
員
ミ
ー
ミ
》
一
及
二
活
、
忘
る
，

（
ｓ
ｏ
旨
ミ
ヘ
》
一
及
二
活
、
恐
ろ
、

【
原
著
柿
註
第
五
岸
ざ
〔
冒
唱
①
脚
に
よ
っ
て
與
へ
ら
れ
る
△
一
、
匂
ミ
．
、
ｖ
（
豊
昌
ミ
ー
催
↓
）
な
る
形
か
ら
出
て
、
日
本
字
母
剛
を
根
擁

と
し
て
生
ず
で
あ
ら
う
様
に
、
動
詞
「
恐
↓
２
を
私
は
、
こ
こ
号
で
な
く
、
倉
）
、
こ
こ
へ
と
篇
音
す
る
。
戸
○
目
唱
曾
篤
一
昔
法

は
、
三
百
年
前
に
摩
擦
叩
唇
の
己
（
ご
）
が
母
音
音
醗
質
。
の
前
の
位
世
に
あ
る
語
頭
に
於
て
發
一
音
さ
れ
た
と
云
ふ
事
を
明

示
し
て
を
り
．
此
事
麓
は
私
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
對
唯
嘉
一
音
法
も
て
特
に
記
さ
れ
る
慨
値
が
あ
る
の
で
あ
る
。
】

尋
ミ
ヘ
臂
）
一
及
二
活
、
燦
ぶ
、

園
詠
ミ
ミ
（
、
）
、
へ
》
一
及
二
活
、
糾
ふ
，

、
へ
国
（
、
）
『
【
》
一
及
二
活
、
應
ふ
、

尋
睡
ａ
（
、
）
ぷ
一
及
二
活
、
鍛
ふ
、

ミ
ミ
急
）
葵
〉
一
及
二
活
、
稜
ふ
、

ミ
曾
（
、
）
藍
》
一
及
二
活
、
．
訴
ふ
、

‐
ｌ
ｌ
４
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ⅱ
０
１
■
■
■
■
■
Ｉ
日
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
・
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｉ
Ｉ
山
Ⅱ
■
！

１

１

１

１

■

１

１

１

１

１

１

１

１

‐

１

１

１

Ⅱ

■

Ｊ

Ｌ

■

Ｉ

Ｉ

Ｌ

ｊ

Ｉ

・

Ｉ

ｌ
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丈
學
研
究
第
十
九
卿
七
○
○
二
三
○
）

何
に
し
て
様
掩
の
事
物
を
斯
く
も
標
記
す
る
の
で
あ
る
か
。

就
中
、
「
得
る
」
説
の
槻
鮎
か
ら
好
奇
的
な
一
動
詞
．
特
に
第
二
漸
川
動
詞
『
へ
き
「
受
く
」
ｅ
ｏ
冒
暦
ら
に
私
は
途
中
で
停
止
し
て
ゐ

る
事
は
出
來
な
い
。
此
説
に
從
ふ
と
此
動
詞
の
現
在
時
経
結
形
ミ
ミ
は
－
１
受
」
ｇ
ｏ
一
匡
麿
ご
な
る
意
義
を
有
す
る
語
基
く
《
曹
‐
と
同
じ
く
「
得
」

ｇ
ｏ
言
暦
ご
な
る
意
義
を
有
す
る
現
在
時
経
結
形
語
尾
‐
蓑
と
に
分
裂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
べ
へ
雪
は
元
來
単
に
「
受
」

ｇ
ｏ
］
晟
鼻
】
〕
で
な
く
「
受
得
」
ｇ
ｏ
一
展
胃
）
官
盲
肝
冒
烏
を
意
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
か
ら
、
主
要
動
詞
の
刑
動
詞
と
助
動
詞

芝
ミ
。
負
Ｑ
）
費
「
職
ふ
」
の
直
前
上
描
椛
遼
意
義
と
の
槻
鮎
か
ら
は
、
§
‐
は
「
得
る
」
説
の
解
繰
に
よ
れ
ば
主
要
刺
詞
で
あ
り
，
‐
蚤
は

助
動
詞
「
得
」
で
あ
る
蚤
言
な
る
も
の
は
、
主
語
自
身
は
受
け
な
い
と
云
ふ
事
、
語
基
き
‐
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ

る
「
受
」
ｇ
○
一
民
①
冒
邑
な
る
行
爲
は
、
主
船
が
画
接
に
は
何
物
を
も
受
け
な
い
が
故
に
、
主
隠
に
對
し
て
は
誰
か
他
の
者
に
よ
・
っ
て
完

成
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
意
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

勿
論
、
「
得
る
」
説
が
至
る
是
等
支
離
滅
裂
さ
の
全
部
へ
は
頗
る
學
問
的
な
形
を
附
加
し
て
何
等
か
の
文
學
的
説
明
今
辱
工
夫

す
る
事
が
出
來
る
、
が
私
は
盲
目
的
傳
統
に
よ
っ
て
の
み
保
た
れ
て
ゐ
る
此
少
許
熟
嘘
さ
れ
た
説
に
引
懸
ろ
と
、
其
等
を
置
際

に
除
き
得
る
で
あ
ら
う
か
占
云
ふ
事
を
頗
る
疑
ふ
の
で
あ
る
。

第
二
活
用
動
詞
現
在
時
経
結
形
語
尾
と
第
一
活
川
動
詞
同
時
制
経
結
・
限
定
形
語
尾
と
の
同
一
性
に
對
す
る
唯
一
的
反
駁
な
る
も
の
は
、

莱
二
活
用
動
詞
現
在
時
経
結
形
語
尾
‐
罠
か
第
一
活
用
動
詞
に
於
け
る
語
尾
‐
一
雪
に
固
有
な
る
限
定
機
能
を
有
し
な
い
と
云
ふ
事
に
存
し

得
る
。
併
し
な
が
ら
、
此
反
駁
は
前
者
が
後
考
と
同
様
な
維
結
機
能
を
有
す
る
が
故
に
五
割
は
全
く
消
滅
し
て
了
ふ
の
で
あ
る
。

此
外
に
、
“
此
反
駁
は
．
例
へ
ぱ
、
室
町
期
後
半
（
主
と
し
て
文
明
年
間
（
一
四
六
九
’
一
四
八
六
）
以
後
）
に
於
け
る
寺
院
の
抄
物



倶
○
日
日
ｇ
冨
昌
〕
衝
き
。
．
ミ
ミ
ミ
）
や
漢
詩
及
び
佛
典
へ
の
講
義
に
於
て
我
掩
が
發
見
す
る
限
定
機
能
に
於
て
経
結
形
使
川
の
場
合
が
辿
遇

す
る
と
云
ふ
事
資
に
よ
っ
て
も
弱
め
ら
れ
『
。
。
か
く
て
、
我
糞
は
畠
ミ
ペ
ぃ
ミ
、
ミ
死
ス
ル
者
【
以
上
四
字
原
著
通
】
の
代
り
に
貝
ミ

ミ
ミ
ミ
死
ス
者
【
以
上
三
字
同
上
】
，
、
ご
旨
ミ
ペ
ヘ
ミ
、
、
欲
ス
ル
事
【
以
上
四
手
同
上
】
の
代
り
に
麓
、
旨
へ
へ
ぎ
ご
欲
ス
事
【
以
上
三
字
同
上
】

を
有
す
る
の
で
あ
る
。
の

鍵
析
と
見
倣
さ
れ
る
限
定
機
能
に
於
け
る
現
在
時
維
結
形
使
川
を
大
槻
文
彦
９
．
Ｐ
Ｃ
巨
江
〕
が
其
『
隣
日
本
文
典
』
〔
犀
○
ｍ
冒
冒
〕
ご
露

〕
息
○
］
〕
い
宮
一
画
顕
目
日
日
昌
冨
〕
に
於
て
指
示
し
て
ゐ
て
、
彼
は
共
中
で
次
の
例
諦
を
與
へ
て
ゐ
ろ
、
ざ
、
、
ぺ
一
、
ミ
ミ
冒
畠
恥
、
蜀
事
を
仕

す
時
【
以
上
五
字
原
著
通
】
，
鼠
『
言
、
ご
言
Ｑ
）
薫
《
気
ミ
義
を
咄
ふ
人
【
同
上
】
、
ミ
ミ
ミ
国
、
き
く
）
震
怠
き
妻
を
猶
ふ
鹿
【
同
上
】

等
。
⑥
勿
論
、
並
耶
邇
文
語
の
観
鮎
か
ら
は
限
定
の
代
り
の
此
経
結
形
使
川
は
愛
格
で
あ
る
。
が
共
に
も
不
拘
是
は
、
第
二
活
川
動
詞
現
在
時
維

結
形
詔
尾
‐
ベ
ヘ
は
節
一
活
川
動
詞
現
在
時
絡
結
・
限
定
形
諦
尾
‐
ヘ
ヘ
が
常
に
途
行
す
る
限
定
機
能
を
時
凌
矢
張
適
當
に
遂

行
す
る
と
云
ふ
事
を
表
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
前
者
が
後
者
の
様
に
共
を
術
に
は
遂
行
し
な
い
と
す
る
と
、
川
延
は
謂
は
ば
北
〈
と
は
潤
立

の
理
山
、
叉
は
共
外
に
横
る
事
怖
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で
あ
る
。

二
第
二
活
用
動
詞
現
在
時
限
定
形
語
尾
‐
肴
と
第
一
活
用
動
詞
現
在
時
絡
滝
・
限
定
形
語
尾
‐
ヘ
ヘ
と
の
同
一
性

ｊｌ

鋪
二
群
は
次
の
動
詞
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
。

ｊＡ
自
動
詞

く

冒
愚
§
ミ
・
更
）
一
活
、
砕
罵
一
目
言
）
『
一
へ
愚
へ
熟
ミ
ミ
）
二
折
，
散
飢
る
、

日
本
謡
醐
詞
現
在
時
形
態
論
七
一
（
二
二
一
己

Ｉ
I
’



丈
學
研
究
第
十
九
槻
七
二
〔
二
一
三
二
〉

、
Ｅ
爵
津
ミ
ー
ミ
・
一
活
、
｝
ミ
詩
津
へ
へ
》
胃
へ
時
隷
ミ
ペ
ヘ
》
二
活
、
振
く
る
．

き
、
’
ミ
ミ
ー
ヘ
ヘ
）
一
活
、
ご
》
’
・
冒
曹
ざ
、
’
黒
ミ
ミ
》
二
活
，
蹴
る
、

喝
ミ
ミ
篭
へ
》
一
活
、
匂
へ
ミ
ヘ
》
匂
§
へ
》
、
ヘ
ヘ
》
二
活
、
飾
る
、

ぷ

ぃ
冒
鯰
ミ
農
）
一
活
、
玲
胃
毎
へ
〉
島
晶
ミ
．
宝
．
二
活
、
剥
ぐ
る
。

ｊ⑮
他
動
詞
胃
、
ミ
群
ミ
く
へ
〉
一
活
、
ざ
》
ミ
烏
へ
へ
》
奇
》
ミ
群
ミ
．
『
へ
）
二
活
、
秦
づ
る
（
例
へ
ぱ
、
琴
）
、

胃
、
国
道
》
亀
へ
》
一
活
、
奇
ミ
廻
へ
〉
奇
ご
●
鳧
ミ
く
へ
〕
二
活
、
繰
る
、

、
、
ミ
員
篭
へ
、
．
、
へ
ゞ
一
活
，
ミ
、
貫
き
》
ミ
ミ
ヘ
角
へ
へ
）
き
》
二
活
、
懐
ぐ
る
。
鋤

第
二
活
川
動
詞
の
此
群
に
於
け
る
前
掲
現
在
時
限
定
形
は
第
一
活
用
動
詞
對
雁
現
在
時
経
結
・
限
定
形
と
少
し
も
原
別
さ
れ
な
い
と
い

ふ
事
が
解
る
の
は
困
難
で
な
い
。
此
唯
に
於
て
我
糞
が
外
的
合
致
で
な
く
、
内
的
形
態
同
一
性
を
扱
ふ
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
、
是
は
次
の

事
か
ら
解
る
の
で
あ
る
。

現
在
時
経
結
・
限
定
形
語
尾
‐
愚
話
棄
て
て
我
だ
が
得
る
此
群
に
於
け
る
前
掲
第
一
活
用
動
刺
語
韮
を
相
互
對
照
し
て
、
我
溌
は
災
等

の
間
に
或
共
通
接
尾
僻
‐
ミ
ー
‐
（
例
へ
ぱ
、
雷
｝
ミ
瀞
ミ
α
‐
》
言
負
這
へ
こ
‐
〕
ご
ミ
ー
ミ
ミ
。
‐
は
鴬
然
Ｖ
言
吋
ミ
詠
十
ミ
ヘ
ー
》
言
｝
貝
へ
＋
ミ
．
‐
》
『
ミ
『
一
塁

＋
ミ
．
，
に
分
裂
す
る
）
を
分
離
す
る
。
從
っ
て
、
第
一
活
用
処
等
動
詞
語
基
は
単
一
語
基
。
プ
ラ
ス
接
尾
僻
，
ミ
・
‐
か
ら
成
立
す
る
派
生
的

な
も
の
で
あ
る
。
其
方
式
は
（
く
＋
ミ
）
‐
で
あ
ら
う
。

同
じ
複
合
組
成
を
現
在
時
限
定
形
に
於
け
る
鋪
二
活
用
全
動
詞
語
基
も
右
し
て
ゐ
る
。
共
は
単
一
語
韮
・
プ
ラ
ス
接
尾
僻
‐
ミ
‐
か
ら
成

、

■

‐

１

回

Ｏ

Ｉ

Ｉ

■

１

１

１

１

１

１

Ｔ

ｌ

Ｊ

１

Ｂ

Ｉ

ｒ

■

Ｍ

Ⅱ

Ｉ

１

１

ｉ

Ｉ

ｈ

Ｉ
‐
ｊ
ａ
岬
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立
す
る
派
生
語
基
を
想
像
す
る
の
で
あ
っ
て
、
其
方
式
も
亦
（
く
＋
ミ
。
）
‐
で
あ
ら
う
。

か
く
て
此
群
の
錐
二
活
川
動
詞
現
在
時
限
定
形
樅
迭
、
即
ち
（
く
＋
ミ
・
）
＋
ぺ
へ
は
同
じ
群
の
鋪
一
活
川
動
詞
現
在
時
終
結
・
限
定
形
碓

造
、
即
ち
（
く
＋
ミ
）
＋
べ
へ
と
丁
度
同
じ
な
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
我
糞
は
外
的
合
致
、
即
ち
雛
一
活
川
の
み
ミ
ミ
ヘ
瀞
ミ
ー
、
Ⅱ
笙
蒋
川
の

零
ミ
ミ
ヘ
齢
ミ
ペ
ヘ
で
な
く
、
内
的
形
態
同
一
性
、
即
ち
第
一
活
用
の
（
言
、
ミ
詳
十
ミ
ー
）
士
へ
Ⅱ
第
二
添
用
の
（
尋
ミ
ミ
ヘ
齢
十
べ
へ
ら
士
へ
を
有
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。

此
内
的
同
一
性
は
、
第
二
活
用
是
等
動
詞
現
在
時
限
定
形
那
叩
尾
が
第
一
活
用
對
雁
勅
訶
現
在
時
経
結
・
限
定
形
迩
Ⅲ
尾
‐
べ
へ
に
外
な
ら
な

い
と
見
倣
す
根
擦
を
與
へ
る
次
弟
な
の
で
あ
る
。

が
此
結
諭
一
般
は
、
第
二
活
川
全
動
訶
一
般
現
在
時
限
定
語
尾
が
第
一
活
用
全

動
訶
経
結
・
限
定
形
研
尾
と
同
一
で
あ
ろ
と
云
ふ
事
に
至
る
の
で
あ
る
。

＊

＊

水

か
く
て
、
一
群
助
詞
が
第
二
活
川
効
河
現
在
時
経
綣
形
と
第
一
活
川
測
詞
現
花
時
維
結
・
限
定
形
と
の
同

一
性
を
我
掩
に
與
へ
る
と
す
る
と
、
仙
群
肋
詞
は
此
現
在
時
経
絲
・
限
定
形
と
蛎
二
活
川
荊
河
塊
在
時
限
定
形

と
の
同
一
性
令
争
典
へ
る
。
是
か
ら
勿
論
鋪
二
活
用
動
荊
現
在
時
経
結
及
び
限
定
形
研
尾

は
第
一
活
用
動
詞
に
於
て
は
同
時
制
絡
紡
。
限
定
形
諦
尾
で
あ
ろ
同

一
形
態
伐
‐
ヘ
《
な
の
で
あ
る
と
云
ふ
蹄
結
の
み
が
あ
り
得
る
。

’
日
本
諦
動
河
現
在
時
形
態
論

｜

七
三
つ
二
三
三
）

I



（
ご
）
、
』
．
Ｓ
、
士
へ
》
鋪
一
祈
、
終
結
・
限
定
形
Ⅱ
（
副
》
）
、
．
》
″
ミ
士
へ
》
輔
二
派
、
絡
緒
形
、

さ
）
２
Ｓ
・
ミ
．
＋
《
善
へ
》
雛
二
活
、
限
定
形
、

言
、
べ
猪
ミ
ー
＋
ぷ
第
一
活
、
終
演
・
限
定
形
Ⅱ
毒
ミ
曇
ミ
ー
＋
菫
》
第
二
活
、
限
定
形
、

上
に
私
は
鋪
二
及
び
節
三
活
川
動
詞
に
於
け
る
現
亦
時
絡
紡
及
び
限
定
形
分
化
は
二
つ
の
異
る
糾
韮
へ
同
一
研
尾
，
ヘ
ヘ
附
加
の
》
結
果
生

じ
た
の
で
あ
る
と
云
ふ
推
測
を
吐
露
し
た
。
此
推
測
は
衝
隙
に
碓
め
ら
れ
る
様
に
忠
は
れ
る
。

我
凌
が
節
一
叉
は
節
二
群
動
詞
か
ら
任
芯
の
も
の
を
雄
一
析
州
に
ょ
２
Ｌ
取
る
な
ら
は
、
共
は
現
花
時
維
粘
機
能
に
於
て
も
限
定
機
能

に
於
て
も
同
一
研
韮
を
右
す
る
と
云
ふ
事
が
解
る
。
が
Ｍ
じ
動
詞
し
み
を
節
二
活
川
〆
卜
よ
っ
て
取
る
の
で
あ
る
と
、
命
題
は
早
速
換
っ
て

了
ふ
。
二
機
能
に
對
し
て
同
一
語
基
の
代
り
に
共
等
に
對
し
て
は
雌
斗
二
つ
の
異
る
紙
韮
を
我
交
は
發
兄
す
る
の
で
わ
る
。

例
へ
ぱ
鋪
一
群
に
脇
す
る
動
詞
（
『
》
）
、
ご
ミ
ヘ
を
恥
ら
う
。
鮪
一
所
川
に
よ
れ
ば
共
は
終
結
形
に
於
て
も
限
定
形
に
於
て
も
何
一
統
米
倉
）

２
ミ
ー
‐
を
有
し
て
ゐ
る
し
、
節
二
荊
川
に
よ
れ
ば
共
は
終
結
形
に
於
て
は
研
基
（
『
一
）
、
』
ミ
ー
‐
を
限
定
形
に
於
て
は
語
基
含
）
２
Ｓ
・
ミ
ー
‐
を

布
す
る
。
更
に
例
へ
ぱ
動
詞
き
》
・
鼻
ミ
、
一
へ
を
節
二
群
か
ら
取
ら
う
。
節
一
活
川
に
よ
れ
ば
共
は
終
紬
形
に
於
て
も
限
定
形
に
於
て
も
Ｍ
一

語
基
き
、
瞥
侭
ミ
ー
，
を
、
節
二
新
川
に
よ
っ
て
は
維
絲
形
に
於
て
は
奇
』
・
ヘ
ミ
‐
を
限
定
形
に
於
て
は
き
、
、
侭
、
‐
を
有
す
る
。
一
目
瞭
然
に

是
は
次
の
様
に
表
示
す
る
事
が
川
来
る
。

丈
里
研
究
第
Ｔ
九
帥

第
十
節
二
語
基
ｌ
単
一
及
び
派
生
Ｉ
利
用
の
結
果
と
し
て
の
第
二
及
び
第
三
活
用
動
詞
現
在
時

終
結
及
び
限
定
形
分
化
【
凹
九
’
五
○
画
】

七
四
（
二
一
三
四
）



定
形
分
化
は
一
の
代
り
に
二
語
華
の
此
時
制
終
結
及
ぴ
限
定
機
能
に

對
す
る
利
用
結
果
で
あ
る
と
云
ふ
結
術
に
な
る
の
で
あ
る
。

此
絲
術
は
、
口
研
に
於
け
る
終
結
形
の
消
失
‐
か
ら
生
ず
る
と
云
ふ
事
に
よ
っ
て
特
に
碓
め
ら
れ
る
。
第
二
及
び
節
三
活
用
動
詞
の
此
形

の
淌
失
の
爲
に
現
在
時
範
鴫
形
成
に
際
し
て
は
、
一
は
文
詔
終
結
形
に
於
て
、
他
は
文
締
限
定
形
に
於
て
與
へ
ら
れ
た
る
二
つ
の
以
前
の

締
荻
の
代
り
に
、
對
雁
文
諦
限
定
形
に
於
て
與
へ
ら
れ
た
ろ
壼
川
兼
の
み
を
有
し
て
ゐ
て
、
諦
尾
‐
一
へ
は
現
椛
時
経
結
及
び
限
定
機
能
を

共
が
此
一
語
基
へ
の
み
の
附
加
に
よ
っ
て
遂
行
す
る
の
で
あ
る
。

鋪
一
に
よ
っ
て
も
鋪
三
活
川
に
よ
っ
て
も
活
川
す
る
動
詞
の
吟
味
に
よ
っ
て
諦
尾
‐
へ
《
の
同
一
性
に
就
て
の
類
推
的
結
論
へ
我
糞
は
移

る
。
併
し
な
か
ら
如
何
な
る
類
似
も
繰
返
さ
れ
ざ
る
が
故
に
、
私
は
口
〈
簡
雌
に
悲
礎
串
愛
を
記
さ
う
。
是
等
動
詞
も
亦
二
群
を
形
成
す
る

の
で
あ
る
○

節
一
群
へ
は
其
現
在
時
経
紬
形
か
節
一
活
川
對
唯
勤
訓
④
何
じ
時
制
経
紬
・
限
定
形
と
同
一
な
る
動
詞
が
脇
す
る
。
是
等
動
詞
は
次
の

Ⅱ
本
譜
山
河
現
在
時
形
態
論
七
五
（
一
二
三
五
）

か
く
て
、
常
然
露
二
活

第
十
一
節
第
三
活
用
動
詞
現
在
時
絡
結
及
び
限
定
形
語
尾
‐
ヘ
ヘ
・
と
第
一
活
用
動
詞
現
在
時
維
結
・

限
定
形
語
尾
‐
ベ
ヘ
と
の
同
一
性
【
五
○
’
一
頁
】

川

雷
》
・
へ
愚
士
へ
》
第
二
柄
、
維
結
形
。

（
第
三
活
用
も
亦
）
動

’
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1
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心
亦

及
び

限
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I

叩
し
。

ｊＡ
自
動
河

く

ミ
ヘ
ヘ
．
一
及
三
活
、
飽
く
、

窯
べ
へ
》
一
及
三
活
、
生
く
ｐ

ミ
さ
へ
〉
一
及
三
活
、
識
く
、

宮
ミ
ヘ
・
一
及
三
活
、
朽
つ
、

ミ
曽
へ
）
一
及
三
活
、
浦
つ
、

旨
ミ
ミ
〉
一
及
三
活
、
（
應
語
）
、
瀧
つ
、

亀
昏
へ
》
一
及
三
活
、
（
應
語
）
、
漬
づ
・

匂
言
へ
冬
へ
》
一
及
三
活
、
荒
ぷ
、

向
き
ミ
〕
一
及
三
活
、
淫
む
。

ｊ⑯
他
動
詞

奇
ミ
ヘ
》
一
及
三
活
、
借
ろ
、

ミ
』
ミ
ー
ミ
ミ
、
一
及
三
折
、
燐
む
、

・
ミ
ミ
ミ
冠
》
一
及
三
活
、
否
む
、

＆
蚤
）
一
及
三
活
、
帯
ぷ
‘

丈
畢
研
究
第
十
九
櫛

’

１
１

、

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
‘
ｒ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ

七
一

／、

へ
一

一

一

一

一

一

一

／、

耳

１
１
１
１

●



」
胃
、
胃
、
一
及
三
活
、
忍
ぶ
、

ミ
ー
ヘ
ミ
ミ
》
一
及
三
活
、
恨
む
。

節
二
群
に
於
て
は
我
交
は
、
其
現
在
時
限
定
形
が
鋪
一
滴
川
對
應
動
詞
の
同
じ
時
制
経
結
・
限
定
形
と
同
一
な
る
刺
詞
を
有
す
る
、
特

三
）Ｉ

７Ａ
自
動
詞

く

（
、
へ
＆
ミ
・
《
へ
）
一
活
、
（
、
ミ
ミ
ミ
》
ミ
ー
貢
ぎ
’
ヘ
ヘ
》
三
活
、
荒
ぶ
る
、

言
》
．
ミ
ミ
ー
、
へ
》
一
活
、
言
、
、
ミ
ミ
ペ
ヘ
．
冒
曽
き
’
ヘ
ヘ
〉
三
活
、
洞
ぶ
る
、

匂
言
ミ
ミ
．
ヘ
ヘ
】
一
活
、
罵
匂
ミ
ミ
ミ
〉
皇
罵
専
’
ヘ
ヘ
．
三
活
、
煤
ぶ
る
、

（
、
睡
冒
《
〕
一
活
、
、
尋
尋
心
壹
）
三
活
（
口
語
）
、
禿
ろ
）
。

瑚
他
動
詞

足

、
語
ミ
き
ぺ
へ
》
一
活
、
ミ
爵
苛
へ
）
三
活
（
口
語
）
】
鳶
爵
ミ
ペ
ヘ
、
（
文
語
限
定
形
）
、
振
る
。

第
一
群
が
節
三
祈
川
動
詞
現
在
時
絡
結
形
語
尾
‐
ベ
ヘ
と
節
一
活
用
對
唯
助
詞
の
同
じ
時
制
終
結
・
限
定
形
語
尾
‐
ヘ
語
と
の
同
一
性
を
典

へ
る
な
ら
ば
、
鋪
↑
一
群
は
我
堂
が
知
っ
て
ゐ
る
通
り
形
態
質
‐
ヘ
ヘ
で
あ
る
様
な
Ｍ
じ
時
制
限
定
形
語
尾
の
後
者
と
の
同
一
性
に
至
る
の
で

あ
る
。

第
十
二
節
第
二
及
び
第
言
語
用
動
詞
現
在
時
終
結
形
語
尾
と
第
一
、
第
二
及
び
第
三
の
三
活
用
に
よ
っ
て
活

日
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論
七
七
（
二
一
三
七
）

I

」
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ミ
ミ
尋
吋
へ
》
鋪
一
活
用
、
ミ
ミ
、
島
貯
へ
》
鏑
二
活
用
、
及
び
ミ
ヘ
ミ
阜
苛
へ
》
第
三
活
川
、
紅
葉
づ
（
應
語
）
・

第
一
祈
川
に
よ
っ
て
取
ら
れ
た
動
詞
ミ
・
雨
Ｑ
）
ミ
の
現
在
時
終
結
。
限
定
形
と
節
二
及
び
弟
三
活
川
に
よ
っ
て
取
ら
れ
た
同
じ
動
詞

ミ
ー
喝
（
、
）
ヘ
ヘ
の
現
在
時
経
結
形
と
の
同
一
性
は
現
在
時
是
等
全
形
諦
尾
は
同
一
形
態
質
‐
、
へ
で
あ
る
と
云
ふ
事
の
餘
分
な
論
證
を
與
へ
て
ゐ

何
故
、
果
し
て
、
弟
一
活
川
動
詞
現
杓
時
終
結
・
限
定
形
に
於
て
そ
し
て
飾
三
活
川
動
詞
同
じ
時
制
経
結
形
に
於
て
動
河
笙
「
得
」
で

は
な
い
研
尼
受
は
鰯
二
活
川
勁
訓
現
在
時
終
結
形
に
於
了
↓
動
詞
べ
へ
「
得
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
そ
し
て
最
後
に
如
何
に
し
て
此

施
術
的
鍵
化
が
生
ず
る
の
で
あ
る
か
。
雄
二
活
川
動
詞
語
尼
「
得
る
」
説
の
擁
護
者
は
其
正
常
か
論
誇
す
可
く
少
か
ら
ず
苦
し
を
ね
ば
な

ら
な
い
の
だ
と
思
ふ
。

か
Ｌ
る
も
の
は
、
例
へ
ぱ
次
の
動
詞
で
あ
る
。

ぺ
へ
鳶
（
、
）
ヘ
ヘ
）
第
一
漸
川
、
ミ
笛
（
、
）
、
へ
》
第
二
活
用

第
二
活
用
、

ろ
の
で
あ
る
０

ヂ
。
）
勺

鋪
二
及
び
第
三
活
用
動
詞
現
在
時
維
結
形
詩
尾
，
形
態
質
‐
雪
へ
と
雛
一
派
川
動
詞
現
在
時
維
結
・
限
定
形
語
尾
、
形
態
礎
，
葵
と
の
同

一
性
の
篤
に
、
從
っ
て
蛎
二
活
用
勅
詞
現
在
時
終
紡
形
誘
尼
と
輔
三
活
川
刺
詞
同
じ
形
語
尾
と
の
和
五
同
一
性
は
、
或
耐
詞
は
第
一
、
鋪

二
及
び
鏥
三
の
全
三
活
用
に
よ
っ
て
活
川
す
る
事
涯
を
も
亦
語
っ
て
ゐ
る
。

丈
學
研
究
第
十
九
栂

用
す
る
動
詞
を
例
證
と
す
る
第
一
活
用
動
詞
現
在
時
維
結
・
限
定
形
語
尾
と
の
同
一
性
【
五
二
両
】

及
び
ミ
．
、
（
、
）
ヘ
ヘ
》
錐
三
活
用
、
憂
ふ
、
等
（
現
在
で
は
第
二
活
川
に
よ
っ
て
活
用
す

1

，

'

七
八
（
二
一
三
八
〕



’

蛙
と
北
〈
に
此
事
奮
は
節
二
及
び
第
三
活
川
測
河
現
在
時
終
結
形
研
尼
に
於
て
我
掩
は
同
一
形
熊
賃
‐
ミ
を
有
す
る
と
云
ふ
上
爲
の
結
論

（
本
章
第
三
節
、
三
八
頁
参
照
）
を
確
め
る
の
で
あ
る
。

魂
在
時
絡
牝
和
形
韮
叩
尼
‘
ヘ
ヘ
に
於
て
そ
し
て
同
じ
時
制
限
定
形
研
尼
‐
ミ
ヘ
に
於
て
我
糞
が
同
一
形
態
斑
‐
ミ
を
有
す
る
と
云
ふ
事
に
就
て

は
、
或
蛎
二
活
川
動
詞
現
在
時
絡
結
形
と
錐
三
活
川
對
應
勁
刺
現
在
時
、
研
形
と
の
同
一
性
も
亦
語
っ
て
ゐ
る
。
か
く
て
、
例
へ
ぱ
碓
堂
は

ミ
ミ
ミ
・
第
三
活
用
口
語
形
現
在
時
及
び
》
ミ
署
・
ヘ
ヘ
》
鋪
二
活
川
維
結
形
現
在
時
、
老
成
る
、

負
《
べ
き
・
一
へ
）
錐
三
活
用
、
語
形
現
在
時
及
び
旨
ミ
ミ
〉
飾
二
活
用
終
結
形
現
在
時
、
荒
る
。

鈍
一
及
び
蛎
四
活
川
経
結
・
限
定
、
雛
二
及
び
第
三
活
川
維
結
及
び
限
定
の
現
在
時
全
形
語
尼
は
同
一

態
礎
‐
ヘ
ヘ
で
あ
る
と
云
ふ
事
に
就
て
北
〈
全
紙
和
が
證
す
る
事
礎
は
概
し
て
斯
か
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

I

Ｒ
本
語
仙
詞
現
在
時
形
態
論

第
十
三
節
或
第
二
活
用
動
詞
現
在
時
終
結
形
語
尾
と
菫
一
言
用
對
應
動
詞
現
在
時
口
語
形
語
尾

と
の
同
一
性
【
五
二
’
五
三
頁
】

第
十
四
節
形
態
質
‐
受
は
全
活
用
動
詞
現
在
時
全
形
語
尾
【
藝
一
貢
】

七
九
（
一
二
三
九
）

1

J

形



I

併
し
な
が
ら
、
例
へ
ぱ
、
へ
）
、
へ
ミ
（
、
詩
ミ
ミ
）
》
經
ろ
、
ミ
ヘ
）
ミ
ヘ
ミ
（
、
誘
冑
ミ
）
》
艦
る
、
の
様
な
或
第
二
派
川
動
詞
は
特
別
註

解
を
要
す
る
。
動
詞
語
韮
が
一
子
昔
普
雛
庇
（
所
與
例
證
で
は
己
一
・
急
』
ら
か
ら
の
み
成
立
し
得
る
と
認
容
す
る
な
ら
ば
、
鋪
二
活
川
動

詞
現
在
時
詔
尼
に
就
て
語
ら
れ
た
凡
て
は
赴
等
動
詞
へ
關
係
す
る
の
で
あ
る
ｏ

が
一
子
香
晉
詫
質
の
み
か
ら
な
る
語
韮
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
と
恩
ふ
な
ら
ば
、
文
諦
に
於
て
は
赴
等
動
荊
維
結
形
と
共
等
の
語
韮
と
は

同
一
で
あ
る
と
見
倣
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
是
は
動
詞
、
へ
》
受
證
に
於
け
る
末
尾
脊
詫
便
ミ
は
語
基
母
晋
で
も
あ
り
同
時
に
現
亦
時
終

結
形
語
尾
の
意
義
を
有
す
る
と
云
ふ
事
淀
窓
味
し
よ
う
。

是
と
共
に
錐
二
涌
川
是
等
動
詞
現
亦
時
終
結
形
語
尾
機
能
が
語
釆
末
尾
母
青
喬
詫
愛
に
よ
っ
て
途
行
さ
れ
る
が
、
特
姓
形
態
斑
‐
費
に

よ
っ
て
は
然
ら
ざ
る
だ
け
、
そ
れ
だ
け
從
っ
て
是
等
動
詞
に
於
て
は
現
亦
時
終
結
形
語
尼
は
其
他
の
第
二
話
用
全
動
詞
、
即
ち
峨
倒
的
大

部
分
の
現
在
時
維
絲
形
語
尾
と
は
、
そ
し
て
特
狭
形
態
質
‐
《
へ
で
あ
る
様
な
第
三
活
用
動
詞
の
同
じ
形
語
尾
と
は
全
く
は
同

一
で
な
い
、
叉
は
機
能
的
に
の
み
同
一
で
あ
る
。

Ｊ

か
く
て
、
節
二
添
附
動
詞
に
於
て
は
、
我
袋
は
恰
も
現
在
時
維
紡
形
二
語
雌
拷
有
す
る
と
云
ふ
事
が
分
る
。
一
第
二
活
川
動
詞
の
雌

く

倒
的
大
部
分
に
於
て
は
現
在
時
終
結
形
語
尾
は
節
三
話
川
動
詞
現
在
時
経
結
形
語
尾
に
於
て
も
我
共
の
有
し
て
ゐ
る
同
じ

７

形
態
礎
‘
へ
《
で
あ
り
、
二
節
二
祈
川
の
或
動
詞
に
於
て
は
現
在
時
維
紬
形
語
尾
の
役
を
減
ず
る
の
は
此
形
態
斑
‐
ヘ
ヘ
で
な

く

く
、
語
基
末
尾
母
一
昔
一
音
詫
賀
蛋
で
あ
る
。

’
文
學
研
究
第
十
九
職

第
十
五
節
或
第
二
活
用
動
詞
及
び
或
愛
格
動
詞
の
特
質
【
五
三
’
六
瓦
】

ｊ

１

１

１
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日

凸

１

８

Ⅱ

１

■

１

日

Ⅱ

■

Ⅱ

日

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

１

４

■

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

８

■

Ｉ

ｊ

ｌ

Ｉ

Ｉ

１
１
用
１
１
■
Ⅱ
Ⅱ
０
Ｊ
且
Ｕ
４
６
ｌ
■
０
狙
川
１
岨
ｑ
Ｊ
ｉ
●
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
０
ｌ
Ｈ
‐
Ｉ
ロ
川
，
Ｄ
ｆ
Ｉ
ｈ
ｉ
ｂ
Ｆ
’
０
５
■
Ⅱ

八
○
つ
二
四
○
〕

！



１
１

此
事
梢
は
錐
二
活
用
動
詞
現
在
時
維
紡
形
諦
尼
と
同
じ
時
制
二
形
語
尾
と
の
同
一
性
に
就
て
論
題
の
存
す
る
場
合
を
考
嘘
に
慨
く
必
要

が
あ
る
。

前
掲
、
へ
》
ミ
ヘ
等
の
類
に
於
け
る
或
第
二
活
用
動
詞
現
在
時
経
結
形
語
尾
‐
ヘ
ヘ
は
縮
三
活
用
動
詞
維
結
形
語
尾
‐
ぺ
へ
と
相
對
的

に
の
み
同
一
で
あ
り
、
鋪
二
活
用
動
詞
現
在
時
限
定
形
語
尾
‐
ぺ
へ
と
も
形
態
斑
‐
墨
へ
で
あ
る
様
な
現
在
時
全
一
般
形
語
尾
と
も
亦
同

一
で
あ
っ
て
、
叉
は
、
操
一
三
同
す
れ
ば
、
機
能
的
に
の
み
、
發
生
的
に
で
な
く
、
同
一
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
是
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、

何
と
な
ら
ば
其
起
源
に
よ
れ
ば
典
は
研
韮
末
足
香
詫
髄
で
あ
っ
て
、
特
殊
形
態
礎
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

他
方
か
ら
は
、
動
詞
、
へ
〕
ミ
ヘ
に
於
て
末
尾
昔
詫
便
ぺ
へ
が
諦
基
性
音
で
あ
る
な
ら
ば
、
処
等
動
詞
限
定
形
に
於
て
與
へ
ら
れ
た
る
派
生

語
韮
は
最
早
、
‐
ミ
ー
で
な
く
、
開
語
基
、
へ
‐
』
、
ミ
ー
ブ
ラ
ス
接
足
僻
，
、
‐
‐
か
ら
成
立
す
る
の
で
あ
ら
う
。
果
し
て
、
是
等
動
詞
現
在
時

蝶
形
良
典
藤
堂
巽
を
、
即
ち
、
ミ
ー
葛
ミ
‐
ゞ
ミ
ミ
《
ｌ
篝
ミ
鰯
‐
§
息
照
し
て
、
我
侭
欝
篭
等
を
§
這
十
蕊
、
、

＋
蝿
‐
》
ミ
ヘ
》
‐
＋
べ
へ
》
ミ
ミ
’
＋
傍
、
‐
に
分
解
す
る
の
で
あ
っ
て
、
是
か
ら
其
等
詔
韮
は
對
雁
的
に
，
き
、
‐
‐
』
苫
ミ
＄
‐
で
あ
り
、
限
定
形
語
尾
は
‐
蚤

で
あ
ｈ
そ
し
て
所
謂
條
件
語
韮
接
堪
僻
は
‐
喝
‐
で
あ
る
と
一
云
ふ
事
が
生
ず
る
。
是
等
詔
韮
、
ミ
、
‐
》
ミ
ミ
、
‐
を
我
だ
が
所
與
の
場

〈
、
に
於
て
耐
呈
詔
来
、
即
ち
、
語
）
ミ
ヘ
と
誤
認
す
る
処
等
動
訶
現
在
時
経
絲
形
，
即
ち
‐
〕
ミ
》
ペ
ミ
と
對
照
す
る
な
ら
ば
．
詩

兆
、
、
．
‐
》
ミ
ミ
‐
‐
に
於
て
は
形
態
斑
‐
、
．
‐
が
分
離
す
る
の
で
あ
っ
て
、
辻
か
ら
語
基
、
へ
雪
．
‐
〕
ミ
ヘ
、
‐
‘
は
単
一
謙
共
か
ら
形
成
さ
れ
、
形

能
髄
‐
、
、
‐
に
よ
っ
て
搬
張
さ
れ
た
る
派
生
的
の
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

今
度
は
同
じ
動
詞
現
在
時
、
訊
形
へ
郷
ず
る
と
、
我
凌
は
共
は
對
應
現
在
時
文
諦
限
定
形
と
同
じ
く
、
即
ち
派
生
語
基
へ
其
語
尾
畦
‐
皇
へ

瀞
附
加
し
て
形
成
さ
れ
る
と
云
ふ
事
が
解
る
。

日
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論
八
一
（
一
二
四
こ

Ｐ
ｌ
ｌ
■
■
画
■
日
日
日
■
ｂ
Ｐ
ｌ
ｌ

’

I
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丈
畢
研
究
第
十
九
蝉
八
二
つ
二
四
一
口

現
在
時
ｎ
冊
形
派
生
語
韮
と
此
時
制
交
糾
限
定
形
派
生
研
兼
と
の
乗
異
な
る
も
の
は
、
千
一
音
揺
尼
僻
‐
、
‐
‐
が
輔
一
の
場
合
は
不
定
形

と
吋
一
な
ろ
単
一
諦
飛
へ
袖
足
さ
れ
、
鋪
星
の
場
合
は
現
在
時
終
結
形
と
同
一
な
る
躯
一
諦
兆
へ
補
足
さ
れ
る
と
云
ふ
覗
に
存
す
る
。

就
中
、
或
場
合
に
は
雌
一
語
基
は
不
定
形
と
同
一
で
あ
り
、
他
の
場
合
に
は
現
在
時
終
結
形
と
同
一
で
あ
る
と
云
ふ
蔀
怖
は
、
是
等
咽

詔
韮
が
ほ
汗
昔
灘
厩
、
と
べ
へ
の
交
稗
が
起
っ
た
一
研
唯
か
ら
形
成
さ
れ
た
様
に
見
え
ろ
と
云
ふ
事
、
そ
し
て
蝿
に
時
の
經
過
と
共
に
此

諦
韮
の
汗
聡
分
化
と
述
結
し
て
北
二
織
瀧
が
不
定
形
意
義
を
椎
得
し
た
が
、
仙
鐇
極
は
勁
湖
「
得
る
」
諦
韮
の
吾
嘩
鐡
稲
が
処
等
形
意
義

を
雌
得
し
た
と
同
じ
班
山
に
よ
っ
て
現
在
時
終
結
形
意
義
を
漣
得
し
た
と
云
ふ
事
を
暗
示
す
る
（
十
六
頁
上
参
照
）
。
從
っ
て
、
發
生

的
に
は
是
等
動
刈
の
現
在
時
Ⅲ
研
形
派
堆
詔
飛
と
現
在
時
限
定
形
派
生
語
韮
と
は
母
晉
プ
ラ
ス
同
一
子
青
接
尼
僻
‐
、
‐
‐
な
る

交
雑
を
以
て
単
一
語
基
に
分
裂
す
る
の
で
あ
っ
て
、
是
は
例
へ
ぼ
動
詞
「
罐
ろ
」
ミ
》
．
，
と
ミ
ミ
‐
‐
の
派
生
語
韮
は
發
生
的
に

節
三
に
、
其
諦
足
‐
受
が
附
加
さ
れ
る
現
在
時
の
文
語
限
定
及
び
、
語
形
派
生
語
基
は
、
閉
語
韮
へ
接
尾
僻
‐
ミ
・
‐
叉
は
‐
ミ
・
‐
を
で

な
く
。
開
語
韮
へ
接
尼
僻
‐
、
‐
‐
ぞ
補
正
し
て
形
成
さ
れ
る
。

就
中
、
是
等
奎
時
質
は
私
の
意
見
に
よ
れ
ば
鋪
二
活
用
耐
詞
の
此
惟
小
群
を
全
く
孤
立
活
川
に
今
雛
す
る
爲
の
十
分
な
根
源
な
の
で
あ

ユカ
く
て
、

節
一
に
、

飾
二
に
、

一
で
あ
る
。

同
一
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
意
味
す
る
。

或
鋪
二
活
川
動
詞
の
特
贋
は
次
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

是
等
動
詞
現
在
昨
経
結
形
研
岾
機
能
は
研
韮
末
足
香
輔
鷺
に
よ
っ
て
、
特
殊
形
態
鷺
に
よ
っ
て
で
な
く
、
途
行
さ
れ
る
。

此
故
に
是
等
助
詞
現
在
時
終
結
形
柵
足
は
批
他
の
現
在
時
至
形
研
岾
、
形
態
礎
‐
費
と
部
分
的
に
企
即
ち
機
能
的
に
の
み
同

．
１
１
１
Ｊ
Ⅲ
咽
１
１
１
出
困
Ｉ
１
Ｊ
Ｉ
ｊ

ｌ
ｊ
Ｉ
『
可
』
１
１
１
１
１

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
４
１
１
１
１
１
Ｉ
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＊

＊

鋪
二
滑
川
動
詞
の
是
等
若
干
の
現
在
時
維
結
形
語
尾
に
就
て
言
は
れ
た
凡
て
は
、
例
へ
ぼ
「
露
ろ
」
亀
へ
）
ミ
ミ
ヘ
及
び
「
來
る
」
雪
へ
為
ミ
ミ

の
様
な
鍵
橘
動
詞
現
在
時
終
結
形
語
尾
へ
も
概
し
て
亦
關
係
す
る
。

処
等
動
詞
現
在
時
維
結
形
営
へ
へ
・
奇
へ
に
於
て
は
末
尾
香
詫
伐
へ
へ
は
伺
動
河
語
基
へ
脇
し
伽
其
故
特
殊
形
態
質
墨
へ
に
よ
つ
て
普
通
途

行
さ
れ
る
現
在
時
終
結
形
機
能
を
既
に
途
行
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
換
言
す
れ
ば
、
其
は
第
一
及
び
流
四
活
川
全
動
詞
現
在
時
終

結
・
限
定
形
に
於
て
そ
し
て
第
二
析
川
全
励
詞
及
び
鋪
三
活
川
全
励
何
の
同
じ
時
制
終
結
及
び
限
定
形
に
於
て
我
糞
が
發
見
す
る
現
在
時

す
る
に
過
ぎ
な
い
だ
け
に
、
現
在
時
経
結
形
語
尾
と
し
て
は
、
共
は
同
じ
動
河
現
在
時
限
定
形
語
尾
と
部
分
的
、
即
ち
機
能
的
に
の
み
同

一
で
あ
る
。

処
等
二
鐙
絡
動
詞
現
在
時
経
絲
形
が
諦
蕪
と
同
一
で
あ
る
と
我
凌
が
見
倣
す
な
ら
ば
”
我
凌
が
現
在
時
限
定
形
及
び
所
謂
條
件
語
基
に

於
て
、
即
ち
匂
ミ
．
ヘ
ヘ
』
ミ
ミ
ヘ
》
喝
ミ
．
、
‐
）
ざ
、
侭
．
‐
に
於
て
發
見
す
る
川
じ
動
詞
派
生
諦
韮
は
開
研
来
、
即
ち
ミ
ヘ
‐
）
き
‐
プ
ラ
ス
接
尾
僻
‐
、
．
‐

か
ら
成
立
す
る
、
即
ち
上
に
吟
味
さ
れ
た
動
詞
、
ヘ
ミ
ヘ
）
ミ
ミ
ベ
ヘ
の
派
生
諦
基
と
同
じ
組
成
を
有
す
る
と
云
ふ
事
は
自
明
な
の
で
あ
る
。

処
等
麺
桁
動
河
現
在
時
限
定
形
な
る
も
の
は
同
じ
励
杣
、
ヘ
ミ
ヘ
〕
ミ
ヘ
、
、
罠
の
現
在
時
限
定
形
と
同
じ
く
、
即
ち
諦
尼
曙
へ
話
對
應
派
生
詩

韮
へ
袖
足
し
て
形
成
さ
れ
る
。

日
本
語
励
詞
現
在
時
形
態
論
八
三
Ｑ
二
四
三
」

特
別
語
足
‐
受
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

從
っ
て
、
動
詞
現
在
時
終
結
形
し
べ
へ
》
言
に
於
け
る
末
尾
音
騨
費
へ
へ
は
現
征
時
特
別
語
尾
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
此
諦
尼
機
能
を
遂
行

■
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
０
１
日
１
０
．
Ｌ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｐ
ｌ
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ｌ
Ｂ
Ｉ
ｊ
Ⅱ
Ⅱ
０
．
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１
１
１
．
１
ト
ー
Ｉ
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上
述
凡
て
‐
か
ら
、
舘
二
及
び
第
三
析
川
動
詞
現
在
時
文
詔
限
定
形
詔
足
は
‐
ミ
血
《
煮
で
あ
り
、
同
じ
活
用
現
在
時
、
諦
形
は
‐
ミ
ペ
ヘ
及
び

‐
、
、
ヘ
ヘ
で
あ
る
と
見
倣
す
文
法
も
、
現
在
時
諦
足
を
‐
ミ
ヘ
と
見
倣
す
文
法
も
、
是
等
全
語
尾
を
採
川
す
る
文
法
も
誤
っ
て
ゐ
る
と
云
ふ
事

に
な
る
の
で
あ
る
。

‐
ミ
ペ
ヘ
を
節
二
及
び
第
三
活
川
現
在
時
文
語
限
定
形
語
尼
と
、
‐
ミ
ペ
ヘ
と
‐
、
ミ
ヘ
を
耐
じ
活
川
現
在
時
口
語
形
語
尾
と
、
そ
し
て
‐
ミ

を
節
四
活
用
動
詞
現
在
時
語
尾
と
誤
認
す
る
文
法
の
誤
謬
は
現
在
時
語
尼
‐
ベ
ヘ
へ
彼
等
は
派
生
語
韮
接
尾
僻
‘
ミ
．
‐
（
節
二
及
び
鋪
三
文

語
活
用
に
於
て
）
、
‐
や
‐
（
錐
二
、
語
活
川
に
於
て
）
、
‐
、
、
‐
（
第
三
口
語
析
川
に
於
て
）
．
そ
し
て
‐
筈
、
‐
（
第
四
祈
川
）
を
附
加
す
る
と

云
ふ
事
に
存
す
る
。

併
し
な
が
ら
．
前
節
に
於
て
爲
さ
れ
た
豫
告
條
件
か
ら
出
て
來
ろ
様
に
、
例
へ
ぱ
、
ヘ
ミ
（
文
）
、
蔦
亘
へ
（
口
）
經
ろ
、
の
様
に
節
二
活

用
の
斯
か
る
動
詞
に
論
題
の
存
す
る
場
合
に
は
‐
ベ
』
ミ
ヘ
を
現
在
時
文
語
限
定
形
語
尾
そ
し
て
‐
ミ
ペ
ヘ
を
同
じ
時
制
口
語
形
語
尾
と
誤
認
す

る
文
法
の
誤
謬
は
、
現
在
時
語
尾
‐
ヘ
ヘ
ヘ
共
等
に
よ
っ
て
派
生
語
基
接
足
僻
‐
、
‐
‐
が
後
者
に
先
行
す
る
語
華
末
尾
母
音
受
叉
は
、
と

共
に
附
加
さ
れ
る
と
云
ふ
事
に
於
て
表
現
さ
れ
る
。

‐
ミ
蕊
を
第
二
及
び
第
三
活
用
動
詞
現
在
時
語
尾
と
誤
認
す
る
文
法
の
誤
謬
な
る
も
の
は
、
現
在
時
語
尾
ぺ
《
へ
彼
等
が
普
通
に
派
生
語

文

第
十
六
節
現
在
時
語
尾
に
就
て
の
問
題
に
茄
け
る
日
本
語
善
及
び
現
代
欧
文
法
の
誤
謬
は
何
に

存
す
る
か
、
其
意
義
と
起
源
【
五
六
’
八
瓦
】

Ｌ
Ｃ
風
剴

研
究
節
十
九
戦
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茶
接
尾
跡
部
分
、
吾
韓
質
、
、
を
、
そ
し
て
或
場
今
の
み
に
派
龍
語
韮
奎
接
尾
僻
‐
、
。
‐
（
例
へ
ぼ
、
動
詞
、
ヘ
ミ
ヘ
ゞ
島
ミ
ベ
ヘ
）
經
る
、
ご
ミ
．
、
へ
〕
擬

ろ
、
等
）
を
附
加
す
る
と
云
ふ
事
に
存
す
る
。

概
し
て
此
誤
謬
は
形
式
附
脇
物
の
過
度
分
解
〔
宅
①
村
①
門
勇
昌
・
砕
①
］
星
（
》
〕
に

蹄
す
ろ
の
で
あ
ろ
。

此
誤
謬
は
日
本
語
勅
河
形
態
椛
送
を
求
め
、
典
詔
韮
と
批
形
式
附
隔
物
と
の
間
の
相
互
關
係
の
正
浩
な
る
理
解
を
妨
け
、
日
本
語
形
態

範
鴫
間
の
相
互
關
係
研
究
上
の
障
碍
石
で
あ
り
、
動
河
形
式
附
脇
物
一
般
の
趣
と
、
そ
し
て
特
に
、
其
意
義
が
現
代
言
詩
意
識
に
對
し
て

喪
失
さ
れ
た
古
風
な
接
尾
僻
（
‐
ミ
．
‐
》
‐
ミ
ー
‐
》
‐
ご
‐
‐
》
‐
、
‐
‐
）
の
並
ぞ
削
減
し
て
、
恐
ら
く
は
、
信
頼
し
得
る
比
較
言
研
學
的
所
與
が

惹
付
け
ら
れ
ま
い
限
り
、
正
確
に
制
定
さ
れ
な
い
の
で
あ
ら
う
。
のく

此
誤
謬
の
源
泉
は
結
局
三
百
二
十
五
年
前
に
”
○
国
Ｈ
－
ｍ
ｐ
①
園
に
ょ
つ
て

爲
さ
れ
た
動
訶
形
不
鴬
對
照
な
の
で
あ
る
。

上
示
さ
れ
た
様
に
、
○
冨
言
号
角
言
巨
に
よ
る
或
弟
二
所
用
動
詞
現
在
時
の
我
が
文
諦
限
定
形
を
元
○
（
冒
匪
匡
閏
は
不
定
形
研
尾
‐
恥
を

‐
ミ
。
言
に
鍵
更
し
て
形
成
す
る
、
即
ち
換
言
す
れ
ば
、
彼
は
此
研
尾
‐
ミ
ー
ヘ
ヘ
を
不
定
形
と
我
が
文
語
限
定
、
元
來
”
○
号
唇
の
陰
に
あ
っ
て

は
現
在
時
九
州
、
詔
形
と
の
對
照
（
例
へ
ぱ
．
亀
罵
ｌ
へ
曇
ミ
ペ
ヘ
は
‐
ベ
ミ
ヘ
を
典
へ
る
）
に
よ
っ
て
得
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

正
に
亦
彼
は
Ｑ
〕
曽
号
①
門
言
一
］
に
よ
る
鋪
三
活
川
動
詞
現
亦
時
の
我
が
文
語
限
定
形
に
對
し
て
語
尾
‐
‐
ミ
ー
ベ
ヘ
を
も
‐
即
ち
不
定
形
と
我

が
現
在
時
文
語
限
定
形
と
を
對
照
し
て
（
例
へ
ば
ミ
ー
ミ
ミ
ミ
は
‐
ミ
愚
を
典
へ
る
）
、
得
て
『
？
・
の
で
あ
る
．

不
定
形
と
我
が
現
在
時
ｕ
語
形
と
の
對
照
、
例
へ
ぼ
蕊
鷺
ｌ
急
ベ
ミ
ゞ
ゞ
ミ
ー
ミ
ミ
な
る
も
の
は
語
催
‐
笈
ゞ
稔
與
へ
る
。

日
本
語
動
詞
現
在
時
形
態
論
八
五
（
二
一
四
五
）

!1
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丈
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研
究
第
十
九
聯
八
六
（
一
二
四
六
）

正
に
亦
現
在
時
文
研
限
定
形
と
、
語
形
と
を
同
じ
不
定
形
に
對
照
し
て
、
ｃ
胃
．
旨
い
文
法
は
我
が
鱗
二
析
川
動
刺
に
對
し
て
は
語
尾

，
ミ
ペ
ヘ
》
‐
ｓ
・
壁
を
、
我
が
鰯
三
活
川
動
仙
に
對
し
て
は
語
尾
‐
ｓ
、
ヘ
ヘ
》
‐
ざ
へ
幕
得
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
同
じ
く
罠
Ｃ
雪
ご
日
冒
文
法
も
謡
尼

‐
ミ
ミ
〉
－
食
ミ
》
‐
ミ
ー
ー
へ
）
‐
ざ
へ
〉
を
探
川
し
て
、
屍
○
ｍ
一
皇
文
法
も
一
諦
尼
‐
ミ
《
を
探
川
し
て
扱
っ
て
ゐ
る
。

同
一
派
生
語
韮
を
布
す
る
動
制
形
（
例
へ
ぱ
、
（
兎
ミ
・
ヘ
ヘ
ハ
ヘ
兎
ミ
ー
＋
ヘ
ヘ
》
〔
兎
ミ
・
党
‐
ハ
ヘ
ミ
ミ
。
＋
食
‐
叉
は
．
《
蓉
鷺
〉
’
ヘ
ヘ
八
《
ミ
ミ
．
＋
ヘ
ヘ
》
ａ
鴬
〕
、
殉
‐
Ａ

へ
猪
ミ
、
＋
、
‐
）
を
取
る
代
り
に
、
単
一
及
び
派
生
の
異
る
語
華
希
布
す
る
励
荊
形
（
例
へ
ば
、
（
言
↑
角
八
負
鏥
＋
↑
．
及
び
《
ミ
ミ
ペ
ヘ
ハ
へ
侭
ミ
．
＋
ヘ
ヘ
）

を
昏
含
瞥
恩
は
比
較
條
項
と
し
て
取
っ
た
が
故
に
、
此
對
照
は
不
徴
な
の
で
あ
る
・
此
結
果
或
場
合
に
は
（
‐
ミ
ー
こ
彼
は
現
在
時
諦

尼
‐
ヘ
ヘ
ヘ
派
生
語
韮
全
接
尼
僻
（
‐
ミ
ー
‐
）
を
闘
係
さ
せ
、
他
の
場
合
に
は
（
‐
ミ
）
、
不
定
形
語
尾
‐
ら
・
‐
ヘ
を
接
尼
僻
‐
亀
．
‐
〉
‐
ご
’
‐

に
馬
す
る
母
苦
、
息
と
同
一
肌
し
て
、
其
部
分
、
晋
騨
質
『
．
を
關
係
さ
せ
た
。

此
元
旦
長
月
Ｎ
の
誤
謬
を
ぱ
○
日
言
い
》
国
Ｃ
毒
己
昌
一
〕
及
び
』
き
め
星
文
法
も
繰
返
し
て
ゐ
る
。

、
昌
吾
的
と
国
○
三
〕
Ｐ
一
旨
は
現
在
時
語
尾
‐
ベ
ヘ
ヘ
派
生
語
韮
接
足
僻
‐
ミ
．
‐
》
‐
ミ
、
‐
・
‐
ご
‐
を
附
加
し
、
”
Ｃ
岨
昌
は
赴
等
接
足
餅
の

子
音
部
、
香
醗
質
》
、
を
附
加
す
る
。

売
○
骨
喧
５
脚
〉
Ｑ
員
旨
“
及
び
国
島
昌
二
旨
文
法
か
ら
此
誤
謬
は
鷲
ｇ
旨
及
び
ｃ
扇
一
号
ｇ
言
旨
文
法
へ
、
後
者
逹
か
ら
礎
餘
全
部
へ
移

っ
た
。

其
語
歴
間
定
な
る
も
の
に
於
て
は
‐
ミ
ミ
へ
｝
‐
ミ
．
《
ヘ
を
動
刺
「
得
る
」
ミ
・
黄
）
ｓ
，
ヘ
ヘ
と
同
一
帆
す
る
節
二
祈
川
動
詞
語
尾
「
得
る
」
説
が
査

任
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
其
發
頭
人
は
結
局
国
Ｃ
弓
〕
昌
一
〕
な
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
現
在
時
文
語
限
定
及
び
口
詔
形
に
於
け
る
鋪
二
及
び
節
三
活
用
動
訓
現
在
時
語
尾
現
代
誤
謬
形
態
論
の
源
泉
は
、
一
方
か
ら

’

’
1

J



1は
三
百
餘
年
前
に
書
か
れ
た
』
ざ
舎
喧
一
息
文
法
で
あ
り
、
他
方
か
ら
は
七
十
及
び
六
十
年
前
に
書
か
れ
・
だ
Ｃ
巨
星
扇
及
び
国
ｃ
電
巳
曽
国

文
法
で
あ
る
の
で
あ
る
。

此
誤
謬
形
態
論
が
爾
來
日
本
語
現
代
雌
文
法
に
於
て
保
た
れ
て
ゐ
る
と
す
る
と
、
是
は
一
方
か
ら
は
共
等
の
狭
小
な
る
査
剛
主
義
に
よ

っ
て
、
斑
川
的
規
則
系
列
を
、
而
も
蚊
も
腿
糞
獅
断
形
式
に
於
て
．
典
へ
る
程
に
は
、
言
語
を
科
票
的
に
解
剖
し
た
り
研
究
し
た
り
・
し
な

い
と
云
ふ
志
向
に
よ
っ
て
、
他
方
か
ら
は
癬
文
沙
相
綾
へ
の
無
批
判
的
州
係
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
般
通
川
の
受
身
。
可
能
相
「
在
得
る
」
説
が
な
い
な
ら
ば
マ
ー
川
延
で
以
て
或
は
本
論
を
終
了
し
得
る
の
で
あ
ら
う
。
此
説
に
從
ふ
と
、

此
祁
の
所
詔
語
尼
、
現
在
時
終
絲
形
に
於
け
る
‐
、
三
及
び
川
じ
時
制
限
定
形
に
於
け
る
‐
ミ
ー
ミ
ミ
は
、
刺
河
「
得
る
」
（
８
ｍ
の
言
）
、
へ
〕
ミ
ー
ミ

の
終
結
及
び
限
定
形
形
右
す
る
動
刷
「
在
る
」
ミ
・
ヘ
ヘ
の
附
加
に
外
な
ら
な
い
も
の
を
表
示
す
る
。

か
く
て
、
此
詑
に
よ
る
と
、
此
相
の
現
在
時
維
紡
形
に
於
け
る
末
足
脅
喋
斑
へ
へ
は
何
じ
形
に
於
け
る
動
刺
「
得
」
、
・
で
あ
り
、
限
定

形
に
於
け
る
喬
詫
斑
へ
へ
こ
へ
は
限
定
形
に
於
け
る
同
じ
勅
仙
「
得
る
」
ミ
●
ヘ
ヘ
な
の
で
あ
一
。
。

此
説
が
眞
庇
で
あ
る
と
す
る
と
、
節
二
折
川
肋
純
現
征
時
絡
結
及
び
限
定
形
に
對
し
て
上
に
制
定
さ
れ
た
凡
て
は
受
身
・
可
能
相
動
刺

現
亦
時
終
結
及
び
限
定
形
へ
は
不
通
川
な
る
事
ゞ
か
分
る
の
で
あ
り
，
後
渚
は
一
般
壯
勢
か
ら
の
例
外
な
る
事
が
分
る
。

日
本
謡
動
詞
現
在
時
形
態
論
↓
ハ
セ
（
一
二
四
七
）

’第
十
七
節
受
身
・
可
能
相
動
詞
が
此
相
の
「
在
得
る
」
説
と
連
結
せ
る
現
在
時
語
尾
に
就
て
の

問
題
【
五
八
’
九
瓦
】

1
要



文
駆
研
究
第
十
九
卿
八
八
へ
一
二
四
八
）

併
し
な
が
ら
．
受
身
・
可
能
州
の
此
一
般
迩
川
説
が
自
身
下
に
弧
川
な
形
態
蕪
礎
を
有
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
却
て
挺
身
。
可
能
勤
河

の
形
態
解
剖
に
よ
っ
て
顛
倒
さ
れ
さ
へ
す
る
の
で
あ
る
と
、
そ
し
て
此
故
に
此
相
の
勅
河
現
在
時
経
結
及
び
限
定
形
は
錐
二
及
び
第
三
活

川
の
其
他
の
杢
動
刺
現
在
時
終
結
及
び
限
定
形
と
同
じ
形
態
を
称
し
て
ゐ
て
、
共
に
よ
っ
て
何
等
の
例
外
を
も
其
等
に
對
し
て
典
へ
る
必

要
が
な
い
の
で
あ
る
と
兇
倣
す
根
搾
を
十
分
に
有
す
る
様
に
恩
は
れ
る
。

動
詞
「
在
る
」
も
動
詞
「
得
る
」
も
溌
際
に
受
身
・
可
能
州
形
成
に
何
等
關
與
し
な
い
と
云
ふ
事
、
そ
し
て
此
故
に
勤
河
「
得
る
」
は

此
相
の
励
訶
現
在
時
終
結
形
へ
も
限
定
形
へ
も
何
等
の
關
係
を
有
し
な
い
と
云
ふ
事
、
処
は
此
「
衣
得
る
」
説
の
吟
味
に
從
事
し
て
、
我

交
が
以
下
に
於
て
確
信
す
る
次
第
な
の
で
あ
る
。

註
１
此
命
題
の
方
式
化
を
私
は

勺
壗
呈
．
Ｚ
．
ｚ
‐
ロ
日
‐
巨
○
く
○
．
９
‐
色
冒
ョ
呉
隷
朋
蚕
］
の
』
○
く
胃
》
碕
国
冒
冒
呉
隷
の
の
固
の
ご
言
い
急
與
隷
の
の
蚕
の
冨
民
日
日
ご
》
の
可
．
］
望
．
［
且
呉
堅
》
ｍ
弓
○

冨
○
異
ぐ
“
ｌ
も
２
・
○
唱
昌
．
］
胃
畠
ド
ウ
ル
ノ
ッ
オ
孜
戎
、
文
法
蹴
典
（
文
法
没
言
語
単
術
語
）
、
三
面
頁
、
エ
ル
・
デ
。

Ｆ
，
己
．
句
Ｒ
ｇ
詩
里
〕
・

フ
リ
エ
ス
キ
エ
リ
川
版
所
、
英
斯
科
‐
ｌ
彼
僻
市
、
一
九
二
四
年
〕
ｏ

に
併
用
す
る
。

ク

卑
具
・
ぐ
．
Ｐ
国
畠
２
．
８
昌
皇
．
Ｆ
汽
昌
』
〕
○
○
戻
府
己
戸
こ
閨
房
ｇ
『
ａ
の
昌
巨
》
豊
、
、
邑
山
‐
Ｌ
弓
扉
員
昌
一
．
〕
冒
昌
ボ
》
コ
ロ
ヂ
ヅ
キ
ィ
教
授
、

一
般
言
語
學
講
義
、
一
二
一
’
二
七
頁
、
カ
ザ
ニ
、
一
九
二
年
】
。

Ｐ
旨
．
勺
の
騨
○
く
の
昼
．
詞
巨
朋
亘
、
冒
旦
ａ
ゆ
く
畠
月
二
○
日
○
の
ぐ
の
繰
の
弓
》
い
言
昌
Ｉ
‐
鵠
．
Ｑ
園
．
冨
○
異
罵
－
１
胃
己
言
型
・
己
．
乞
圏
【
既
出
宅

ｆ

〃

】

凸

Ｉ

■

ｌ

Ｉ

Ｉ

‐

１

■

１

１

Ｊ

’

’

１

１

口

Ⅱ

叩

１

０

ｊ

Ｉ

Ｉ

ｑ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｊ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

・

■

Ⅱ

９

１

１

１

■

■

１

１

１

１

■

０

１

１

■

１

１

１

１

１

１

１

１

４

１

四

・

日

１

１

１



I

原
己
冒
唱
’
且
鼻
○
唱
詳
『
○
呉
月
二
凋
○
冒
禺
旨
冒
冒
の
ヨ
シ
⑳
両
目
固
計
の
【
ポ
リ
ヴ
ア
ノ
フ
、
商
等
東
洋
學
校
用
言
語
畢
概
論
、
一
三
’
二
四

頁
、
リ
モ
ー
ス
グ
ラ
ト
、
一
九
二
八
年
。
ア
・
エ
メ
。
エ
ス
キ
ゾ
エ
の
名
に
於
け
る
リ
雪
一
ス
グ
ラ
ト
東
方
畢
院
川
版
所
】
・

ロ
．
ｚ
ご
蟹
－
６
く
．
属
国
房
○
の
こ
く
①
烏
昌
ゆ
く
。
曽
一
言
一
○
冒
画
三
（
の
弩
寓
号
昌
の
弓
呉
っ
①
》
、
言
窪
ｉ
ｓ
．
の
国
．
三
○
黒
目
【
ウ
シ
ア
〃
コ
ブ
、
言

語
學
小
概
論
、
五
版
、
六
四
’
六
九
頁
、
一
九
一
三
年
靭
版
、
剛
立
出
版
局
、
莫
斯
科
】
・

津
島
．
ぐ
．
勺
ｏ
乱
閲
言
⑳
一
島
．
ぐ
ぐ
且
巾
凰
の
ぐ
］
尉
嵜
○
ぐ
①
号
凰
の
、
ゅ
茸
．
］
鼠
Ｉ
置
冷
昌
○
鼻
息
・
弓
］
員
ボ
ル
準
エ
ジ
メ
柔
キ
ィ
（
”
闘
士
菅
ボ
ジ
エ
ジ

ニ
ハ
キ
）
教
授
、
言
需
払
概
論
、
一
三
四
’
一
四
四
頁
、
翼
斯
科
、
一
九
一
六
年
へ
第
四
版
邑
。

卑
具
詞
吟
嗣
馬
具
．
Ｃ
Ｍ
ｐ
Ｏ
ぐ
昌
の
く
Ｏ
胃
ｏ
望
］
閏
涛
○
ぐ
且
ｇ
言
》
胸
‐
の
旨
号
ご
話
．
算
］
‐
・
ｇ
ｌ
弓
鉾
冒
○
異
菌
．
晨
一
鰹
【
プ
ズ
ゥ
教
授
、

言
語
艇
灌
木
問
題
、
両
版
、
九
九
’
一
○
二
・
頁
、
次
斯
掛
、
一
九
二
四
年
。
初
版
は
Ｒ
四
‐
寓
言
罵
昇
○
一
○
昌
冨
昌
冨
》
○
号
附
塾
》
弓
冨
（
言

語
心
理
學
概
論
、
オ
》
ヱ
サ
、
一
九
一
八
年
ご
・

国
号
鯉
巨
⑳
、
９
．
の
．
。
）
巳
・
印
鳥
目
。
Ｅ
鳥
目
こ
ぬ
９
爲
国
一
の
》
冨
帰
弓
『
１
吋
②
．
闘
風
、
昼
２
×
冨
己
の
＆
葛
○
回
忌
褐
．
初
版
屏
呂
の
自
己
①

ｂ

ｇ

ｇ
顧
号
』
ご
息
．
小
林
英
夫
課
『
言
語
嬢
原
論
』
、
二
五
九
’
二
六
○
頁
、
漉
京
、
昭
、
三
年
。
ヨ
リ
の
耐
の
貫
く
○
口
函
の
］
‐
日
豐
冒
昌
ｇ
の
一
〕

の
』
，
ロ
ゴ
Ｑ
『
胃
，
口
狗
の
ロ
ロ
の
］
‐
塾
打
の
ヨ
の
旨
の
ロ
の
宮
，
四
の
言
急
い
い
①
三
の
。
一
国
登
国
ｇ
‐
一
ヨ
ロ
コ
ユ
間
⑦
ざ
侭
狩
］
つ
蓮
．
印
蟄
斡
ｌ
蜀
凸
．
ヨ
巨
叩
．
己
臼
‐
の
ぐ
○
具
の
Ｑ
８
一
個
胃
》

■

嵐
Ｅ
‐
い
○
ご
際
昌
一
ヨ
的
風
ゅ
三
阜
冨
○
黒
く
ロ
》
后
罵
預
】
〕

］
・
ぐ
の
。
昌
曽
の
い
、
門
の
Ｆ
聖
己
輯
塾
頃
の
．
ご
“
媚
の
輯
コ
ー
昌
言
．
勺
“
Ｈ
一
切
弓
巳
【
弓
］
’
四
コ
山
盲
苛
Ｑ
ご
買
勺
Ｐ
三
詞
。
＆
口
、
Ｆ
ロ
コ
、
自
画
胆
①
》
壱
四
岨
の
『
⑲
’
四
つ
。

Ｆ
ｏ
〕
己
○
口
斡
口
・
Ｚ
蜜
ぐ
昌
○
鼻
．
邑
周
】
。

嵐
．
銅
冒
掲
冒
画
コ
ロ
．
ア
ヴ
貝
循
命
旦
①
の
》
，
画
ヨ
ョ
豊
］
‐
①
○
○
ヨ
ロ
蝕
忌
の
Ｑ
め
い
『
画
．
砲
口
①
叩
門
口
・
○
，
同
色
『
○
頁
①
ロ
ゴ
①
印
堅
塑
冒
‐
一
筋
庁
も
恩
Ｑ
の
口
の
⑦
国
日
目
、
弓
⑦

日
本
語
仙
河
現
在
時
形
態
諭
八
九
（
一
二
四
九
）

圃
己
．
勺
○
ヲ
司
塑
口
○
ぐ
．
召
一
命
号
己
①
ぐ
弓
里
宍
○
旨
葛
昌
⑦
巳
苛
司
○
峰
（
涛
○
ぐ
命
邑
昌
輿
ご
ロ
Ｎ
Ｃ
ご
〕
牌
』
‐
・
旨
ｌ
瞳
．
Ｆ
①
ロ
冒
唱
‐
皇
．
弓
唱
．
［
且

’

’

’
１
１
‐
‐
‐
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ
ｆ
Ｉ
Ｐ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｊ
堀
，
Ｉ
■
■
■
■
■
し
■
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
川
ド
ー
ー

’
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８
現
在
で
は
是
等
動
詞
の
大
部
分
は
節
三
活
用
に
よ
っ
て
活
用
す
る
。

９
今
是
等
全
動
詞
は
、
ミ
●
ヘ
ミ
ミ
以
外
は
、
第
三
活
川
に
よ
っ
て
活
剛
す
る
０
【
以
上
五
一
頁
〕

加
喬
睦
種
蚤
は
語
基
に
脇
す
る
と
云
ふ
同
じ
籾
鮎
を
固
口
呼
冒
目
○
く
激
授
も
墨
守
す
る
ら
し
い
。
是
は
少
く
と
も
、
彼
が
需
基
の
三
交
替

奇
へ
圭
迂
些
奇
‐
及
び
ミ
ヘ
‐
青
予
言
、
‐
に
就
て
語
る
所
か
ら
出
て
來
る
の
で
あ
る
。
○
℃
・
骨
．
『
牌
局
．
岳
参
照
。

就
中
、
動
詞
「
篤
る
」
の
使
役
柑
語
基
自
‐
舎
負
さ
八
匂
へ
置
十
匂
十
ｓ
を
注
意
す
る
な
ら
ば
、
母
音
語
基
の
四
交
替
を
も
或
は
認
容
し
得
よ

う
。
〔
以
上
五
五
頁
】

刀
私
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
た
接
尾
跡
‐
ミ
ー
‐
】
‐
喝
、
‐
‐
及
び
さ
‐
‐
の
意
義
に
開
し
て
は
第
六
章
第
七
節
参
照
。
【
以
上
五
七
頁
】

１
０
９
吐
勺

日
本
語
測
珂
現
在
時
形
態
論

6

九
一
へ
二
一
五
己

Ｊ

面

１

１

１

Ｊ

田

‐

ｆ

ｌ

‐

ｌ

１

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

’



胃
号
曾
の
瞬
葡
語
原
本
や
ｇ
昌
晨
簡
語
原
本
と
の
頁
付
對
照
は
今
は
敢
て
行
は
な
い
。

」

蕪
諜
に
於
て
語
基
は
語
幹
と
改
め
る
方
が
良
か
ら
う
。
此
の
次
か
ら
改
め
る
。

己
○
号
①
蔚
互
（
ド
ス
ト
ィ
エ
フ
ス
キ
ィ
）
氏
紹
介
文
柵
課
さ
へ
も
が
其
の
題
名
の
み
尭
辛
じ
て
勝
一
画
冒
皇
○
Ｈ
》
昼
）
穂
．
ご
Ｃ
盲
目
ｇ
自
国
．
ろ
弱

国
９
９
言
。
画
目
ｇ
言
房
》
胃
冨
己
》
属
望
）
国
ｇ
の
あ
あ
笛
に
現
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
凋
讓
己
氏
論
文
は
雑
誌
『
コ
ト
需
虐
へ
近
く

自
分
が
邦
語
化
發
表
諜
定
。
因
に
胃
）
氏
の
名
は
冒
言
（
ミ
Ⅱ
ィ
）
、
父
稲
は
馬
８
８
豆
か
（
フ
ョ
ド
ロ
ヅ
イ
チ
）
、
彼
の
同
姓
文
豪
の
姻
戚

に
當
ろ
書
誌
學
者
で
あ
る
が
、
最
近
物
故
さ
れ
た
と
云
ふ
。

冨
肖
○
蚕
ご
氏
に
淵
し
て
は
、

料
の
最
初
と
す
る
。
因
に
］

に
生
れ
、
浦
蝿
斯
徳
で
由

さ
れ
た
の
で
あ
る
と
云
ふ
。

最
後
の
＋
喝
．

丈
學
研
究
第
十
九
鱒

◎
。

次
に
淵
し
て
は
、
日
露
貿
易
通
信
吐
『
日
露
年
鑑
』
昭
和
五
年
（
ご
ｇ
）
版
に
（
三
三
六
頁
）
同
文
面
の
見
え
る
の
を
此
種
資

と
す
る
。
因
に
冒
氏
の
父
稲
は
勺
昌
○
ぐ
尿
（
ピ
エ
ト
ロ
ヴ
イ
チ
）
，
新
脾
一
八
八
六
年
十
二
月
廿
三
日
固
①
ぐ
（
キ
ィ
エ
フ
）
の
醤
家

洲
蝿
斯
徳
で
中
學
校
卒
業
、
卿
く
濁
冑
宗
○
ぐ
（
ハ
リ
コ
ブ
）
大
學
に
學
ぴ
、
次
で
浦
噸
斯
徳
東
方
畢
院
を
一
九
一
二
年
に
経
了

第
十
九
輯
蕪
稲
正
誤
五
九
頁
十
三
行

は
＋
、
‐
〕
ざ
言
琶
‐
、
‐
Ｖ
Ｑ
§
＋
ミ
、
）
＋
、
↓
で
あ
る
０

鋪
十
七
韓
蕪
稲
補
正
九
二
’
三
頁

九
二
（
二
一
五
二
）



’
0

頁
行
奮
第
十
五
輯

四
一
二
二
丈
本

一
六
猫
丈

四
二
一
英
女

二
原
文

四
五
二
共
に
よ
っ
て

四
六
五
時
稲特に

四
九
五
是

六
が
篤

五
○
一
○
時
稲

．
一
二
〃

五
一
〃
一
二
″

五
三
七
取
替
〈

一
○
〃

五
五
一
○
解
の

五
七
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